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仁
　
志
一
、
は
じ
め
に
前
一
五
四
年
、
前
漢
景
帝
治
世
、
御
史
大
夫
鼂
錯
排
除
を
名
目
に
呉
楚
七
国
の
乱
が
勃
発
す
る
。
こ
の
乱
は
、
わ
ず
か
数
个
月
で
収
束
し
、
こ
れ
以
後
諸
王
国
の
権
限
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
。
一
方
、
漢
室
中
央
の
権
限
は
拡
大
し
、
武
帝
に
よ
る
極
盛
期
が
現
出
す
る
。
一
般
的
に
こ
の
よ
う
な
認
識
に
大
過
な
か
ろ
う
。
実
際
、
漢
初
に
お
い
て
諸
王
国
は
強
大
な
権
限
を
掌
握
し
て
い
た
。
こ
の
状
況
を﹃
史
記
﹄
巻
十
七
漢
興
以
来
諸
侯
王
年
表
に
は
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。
高
祖
の
子
弟
に
し
て
同
姓
で
王
と
な
る
者
、
九
国
な
り
、
唯
だ
独
り
長
沙
の
み
異
姓
、
功
臣
に
し
て
侯
た
る
者
、
百
有
余
人
な
り
。
鴈
門
・
太
原
よ
り
以
東
、
遼
陽
に
至
る
ま
で
燕
・
代
国
と
な
り
、
常
山
以
南
、
大
行
よ
り
左
転
し
、
河
・
済
を
度
り
、
阿
・
甄
以
東
、
海
に
薄
る
ま
で
、
斉
・
趙
国
と
な
し
、
陳
よ
り
以
西
、
南
の
か
た
九
疑
に
至
り
、
東
の
か
た
江
・
淮
・
穀
・
泗
を
帯
び
、
会
稽
に
薄
る
ま
で
、
梁
・
楚
・
淮
南
・
長
沙
国
と
な
す
。
皆
、
外
は
胡
・
越
に
接
す
。
内
地
、
北
の
か
た
山
を
距
て
る
よ
り
以
東
、
尽
く
諸
侯
の
地
に
し
て
、
大
な
る
は
、
或
い
は
五
六
郡
、
城
を
連
ね
る
こ
と
数
十
、百
官
宮
観
を
置
き
、
天
子
に
僭
う
。
し
か
し
、
呉
楚
の
乱
後
こ
の
状
況
は
一
変
す
る
。﹃
史
記
﹄
は
こ
れ
に
続
け
て
呉
楚
の
時
、
前
後
し
て
諸
侯
或
い
は
適
を
以
て
地
を
削
ら
る
。
是
を
以
て
燕
・
代
、
北
辺
に
郡
な
く
、
呉
・
淮
南
・
長
沙
、
南
辺
に
郡
な
く
、
斉
・
趙
・
梁
・
楚
の
支
郡
名
山
陂
海
、
咸
、
漢
に
納
れ
ら
る
。
諸
侯
、
稍
く
微
た
り
て
、
大
国
、
十
余
城
を
過
ぎ
ず
、
小
侯
、
数
十
里
を
過
ぎ
ず
、
上
は
以
て
貢
職
を
奉
ず
る
に
足
り
、
下
は
以
て
供
養
祭
祀
に
足
り
、
以
て
京
師
を
蕃
輔
す
。
呉
楚
七
国
の
乱
こ
そ
、
王
権
凋
落
の
一
画
期
で
あ
っ
た
。
呉
楚
の
乱
前
、
諸
侯
王
は
自
ら
の
国
を
統
治
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。﹃
漢
書
﹄
巻
十
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
は
集
刊
東
洋
学 
第
一
一
四
号 
平
成
二
十
八
年
一
月 
一
－
二
五
頁
2
諸
侯
王
、
高
帝
初
め
て
置
き
、
金
璽
盭
綬
に
し
て
、
其
国
を
治
す
る
を
掌
る
。
太
傅
あ
り
、
王
を
輔
く
。
内
史
、
国
の
民
を
治
し
、
中
尉
、
武
職
を
掌
り
、
丞
相
、
衆
官
を
統
べ
、
群
卿
大
夫
都
官
、
漢
朝
の
ご
と
し
。
景
帝
中
五
年
、
諸
侯
王
を
し
て
復
た
国
を
治
す
る
こ
と
を
得
ざ
ら
し
め
、
天
子
た
め
に
吏
を
置
く
。
と
あ
り
、
王
官
の
設
置
も
自
ら
の
意
思
で
行
い
得
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
上
記
の
﹃
漢
書
﹄
の
記
述
の
な
か
に
、
王
が
自
置
で
き
る
王
官
と
し
て
武
職
を
掌
る
中
尉
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
よ
り
侯
王
が
そ
の
封
国
内
の
軍
権
を
掌
握
し
て
い
た
と
想
定
可
能
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
呉
楚
七
国
の
乱
に
際
し
て
呉
王
劉
濞
は
そ
の
領
内
か
ら
い
と
も
容
易
に
大
兵
を
動
員
し
て
い
る
し
、
ま
た
こ
の
乱
以
前
に
お
い
て
も
呂
太
后
没
後
、
呂
氏
打
倒
を
名
目
に
し
て
斉
王
が
挙
兵
し
て
い
る
こ
と
を
見
れ
ば
、
軍
事
指
揮
権
が
王
権
の
重
要
な
構
成
要
素
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
か
つ
て
布
目
潮
渢
氏
は
、﹁
虎
符
﹂
の
存
在
を
と
り
あ
げ
、
漢
初
よ
り
王
国
の
統
治
に
は
大
な
る
制
約
が
存
在
し
、諸
侯
王
は﹁
発
兵
権
﹂を
掌
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
論
じ
た︶1
︵
。﹁
虎
符
﹂
に
よ
っ
て
侯
王
の
挙
兵
に
制
限
を
加
え
よ
う
と
し
た
漢
中
央
の
意
図
は
明
確
で
あ
る
が
、
し
か
し
斉
王
や
呉
王
の
起
兵
の
事
実
を
見
れ
ば
、﹁
虎
符
﹂が
十
全
に
そ
の
機
能
を
は
た
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
漢
代
軍
事
制
度
に
関
し
て
は
、
濱
口
重
國
氏
以
来
主
に
兵
制
を
め
ぐ
っ
て
豊
富
な
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
が︶2
︵
、
漢
初
に
お
け
る
侯
王
の
兵
権
・
軍
権
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
研
究
は
布
目
氏
の
研
究
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
見
当
た
ら
ず
、
従
っ
て
研
究
の
深
化
も
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
状
況
は
、
漢
初
の
諸
侯
王
の
軍
制
が
漢
一
代
の
兵
制
研
究
の
中
に
﹁
埋
没
﹂
し
て
し
ま
っ
た
か
の
感
を
い
だ
か
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
漢
初
、
侯
王
権
力
は
皇
帝
権
を
も
掣
肘
す
る
ほ
ど
強
大
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
構
成
要
素
で
あ
る
軍
権
を
解
明
す
る
こ
と
は
郡
国
制
度
を
研
究
す
る
た
め
に
も
欠
か
せ
ず
、
ま
た
漢
初
に
お
け
る
皇
帝
権
と
王
権
と
の
関
係
を
考
察
す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
史
料
的
制
約
は
あ
る
も
の
の
可
能
な
限
り
、
諸
侯
王
国
の
軍
制
の
復
元
を
以
下
に
試
み
よ
う
と
思
う
。
二
、
出
土
資
料
よ
り
み
る
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
側
面
文
献
史
料
が
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
な
か
で
、
諸
侯
王
国
の
軍
制
を
復
元
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、
史
料
上
か
ら
検
討
す
る
前
に
本
節
で
は
発
掘
資
料
を
通
し
て
漢
初
に
お
け
る
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
側
面
に
迫
り
た
い
と
思
う
。
劉
尊
志
氏
の﹃
漢
代
諸
侯
王
墓
研
究︶3
︵
﹄に
よ
れ
ば
、前
漢
諸
侯︵
后
︶
王
墓
の
調
査
発
掘
は
一
九
六
〇
年
代
末
よ
り
開
始
さ
れ
、
現
在
ま
で
四
三
箇
所
、
八
四
座
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
主
な
も
の
は
当
時
に
お
け
る
南
越
︵
趙
姓
︶・
長
沙
︵
呉
姓
あ
る
い
は
劉
姓
︶・
趙
︵
張
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姓
︶・
呂
︵
呂
姓
︶・
及
び
劉
姓
の
江
都
・
広
陵
・
泗
水
・
六
安
・
楚
・
梁
・
斉
・
魯
・
菑
川
・
昌
邑
︵
あ
る
い
は
山
陽
︶・
済
南
・
済
北
・
中
山
・
常
山
・
河
間
・
広
陽
︵
あ
る
い
は
燕
︶
等
の
諸
侯
王
国
内
か
ら
の
出
土
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
前
漢
王
墓
の
発
掘
研
究
は
活
況
を
呈
し
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
し
こ
こ
で
検
討
対
象
と
な
る
時
代
を
漢
初
と
す
れ
ば
極
め
て
限
定
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
劉
氏
は
同
書
の
な
か
で
、
前
漢
諸
侯
王
の
墓
葬
制
度
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
そ
の
多
く
が
帝
陵
制
度
を
模
倣
し
、
規
模
も
壮
大
で
あ
っ
て
、
そ
の
要
因
と
し
て
諸
侯
王
国
の
国
制
が
漢
室
中
央
と
同
様
で
あ
っ
た
こ
と
の
体
現
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
す
。
さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
随
葬
品
を
み
て
も
漢
初
に
は
そ
の
種
類
も
数
量
も
豊
富
で
精
美
を
極
め
て
い
る
の
に
対
し
て
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
随
葬
品
も
見
劣
り
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
指
摘
し
、
こ
れ
は
前
漢
諸
侯
王
の
権
力
の
消
長
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
さ
て
、
膨
大
な
随
葬
品
を
と
も
な
う
王
墓
の
な
か
で
、
軍
制
を
検
討
す
る
う
え
で
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、﹁
徐
州
獅
子
山
楚
王
陵︶4
︵
﹂
で
あ
る
。﹁
徐
州
獅
子
山
楚
王
陵
﹂
は
、
前
漢
初
期
の
楚
王
の
陵
墓
で
あ
り
、
一
九
八
四
年
一
二
月
に
は
こ
の
陵
墓
か
ら
漢
兵
馬
俑
坑
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
兵
馬
俑
坑
は
獅
子
山
西
麓
に
位
置
し
、
六
条
の
俑
坑
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
・
二
・
三
号
俑
坑
は
東
西
に
平
行
排
列
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
坑
内
か
ら
各
一
個
の
歩
兵
方
陣
と
車
兵
方
陣
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
三
座
の
東
西
俑
坑
の
東
辺
に
一
条
の
南
北
方
向
の
四
号
坑
が
存
在
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
四
条
坑
の
西
北
約
一
二
五
メ
ー
ト
ル
の
方
向
に
東
西
一
列
に
排
列
さ
れ
た
五
号
・
六
号
坑
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
六
号
坑
か
ら
も
陶
馬
と
騎
兵
俑
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
六
座
の
俑
坑
か
ら
発
見
さ
れ
た
陶
俑
は
、
総
計
数
千
件
に
達
す
る
と
い
わ
れ
、
し
か
も
姿
形
も
一
様
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
髪
型
を
異
に
す
る
髪
髻
俑
・
束
帛
髪
辮
俑
あ
る
い
は
立
式
俑
・
站
立
俑
・
跽
坐
御
手
俑
・
跽
座
車
兵
俑
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
と
い
う
。
ま
た
官
吏
俑
・
弓
弩
手
俑
・
警
衛
俑
の
存
在
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
馬
俑
の
形
か
ら
、
軽
騎
兵
と
重
騎
兵
の
分
類
が
可
能
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
漢
初
の
王
国
軍
に
は
指
揮
す
る
者
と
さ
れ
る
者
、
さ
ら
に
は
多
く
の
兵
種
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
劉
尊
志
氏
は
、
上
記
の
著
作
の
な
か
で
兵
馬
俑
は
呉
楚
七
国
の
乱
後
に
は
消
失
し
て
、
王
墓
か
ら
は
発
見
す
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る︶5
︵
。
ま
た
、
か
つ
て
藤
田
勝
久
氏
は
秦
始
皇
陵
兵
馬
俑
の
軍
陣
か
ら
郡
県
制
下
の
常
備
軍
の
編
成
に
つ
い
て
類
推
し
、
そ
の
一
号
・
二
号
俑
坑
は
京
師
の
一
般
軍
隊
で
あ
る
中
尉
の
軍
隊
を
反
映
し
、
三
号
俑
坑
は
始
皇
帝
の
天
下
巡
遊
に
備
え
る
儀
仗
護
衛
の
役
割
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
と
想
定
し
た︶6
︵
。
安
易
な
比
定
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
藤
田
氏
の
所
説
を
援
用
す
れ
ば
、
楚
王
墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
六
坐
の
兵
馬
俑
の
配
置
も
当
時
の
楚
王
国
軍
の
実
際
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
4
一
・
二
・
三
号
俑
坑
は
東
西
に
平
行
排
列
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
坑
内
か
ら
一
個
の
歩
兵
方
陣
と
一
個
の
車
兵
方
陣
が
確
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
俑
坑
の
東
辺
に
南
北
一
条
の
四
号
坑
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
楚
王
国
軍
の
陣
形
を
具
象
化
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
の
ほ
か
、﹁
獅
子
山
楚
王
墓
﹂
か
ら
は
、
銅
剣
・
鏃
・
戟
・
矛
・
戈
・
鉄
剣
・
戟
矛
・
刀
・
鎧
甲
等
な
ど
多
種
多
様
な
陪
葬
兵
器
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
漢
初
の
諸
侯
王
の
軍
事
的
性
格
を
考
察
す
る
う
え
で
重
要
な
参
考
資
料
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
﹁
獅
子
山
楚
王
墓
﹂
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
楚
王
と
は
一
体
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。﹃
漢
書
﹄
巻
三
十
六
楚
元
王
伝
に
楚
元
王
交
、
字
は
游
、
高
祖
の
同
父
少
弟
な
り
。
⋮
⋮
漢
六
年
、
既
に
楚
王
︵
韓
︶
信
を
廃
し
、そ
の
地
を
分
か
ち
二
国
と
な
し
、
︵
劉
︶
賈
を
立
て
て
荊
王
と
な
し
、
交
を
楚
王
と
な
す
。
薛
郡
・
東
海
・
彭
城
三
郡
三
十
六
県
に
王
た
り
。
と
あ
っ
て
、
楚
王
国
は
劉
邦
の
末
弟
劉
交
が
封
じ
ら
れ
た
薛
郡
・
東
海
・
彭
城
三
十
六
県
を
領
す
る
大
国
で
あ
っ
た
。﹃
漢
書
﹄
に
は
さ
ら
に
続
け
て
高
后
の
時
、
元
王
の
子
郢
客
を
以
て
宗
正
と
な
し
、
上
邳
侯
に
封
ず
。
元
王
立
ち
て
二
十
三
年
に
し
て
薨
ず
。
太
子
の
辟
非
、
先
ん
じ
て
卒
す
。
文
帝
、
乃
ち
宗
正
上
邳
侯
郢
客
を
以
て
嗣
と
し
、
是
れ
夷
王
た
り
。
⋮
⋮
立
ち
て
四
年
に
し
て
薨
じ
、
子
の
戊
嗣
ぐ
。
文
帝
、
元
王
を
尊
寵
し
、
子
生
ま
る
れ
ば
、
爵
皇
子
に
比
う
。
と
み
え
、
初
代
楚
王
劉
交
は
在
位
二
十
三
年
に
し
て
没
し
、
そ
の
後
嗣
と
な
っ
た
の
が
漢
室
中
央
の
宗
正
で
あ
っ
た
劉
郢
客
︵﹃
史
記
﹄
巻
十
孝
文
本
紀
に
は
﹁
宗
正
劉
郢
﹂
と
あ
る
︶
で
あ
っ
た
と
記
す
。
彼
は
、
呂
氏
誅
滅
後
文
帝
迎
立
時
の
中
央
政
府
の
主
要
構
成
員
の
一
人
で
あ
り
、
し
か
も
上
記
﹃
漢
書
﹄
の
記
載
よ
り
、
後
継
王
就
任
に
あ
た
っ
て
文
帝
の
意
向
が
働
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
劉
郢
客
は
王
在
位
わ
ず
か
四
年
に
し
て
没
し
、
子
の
戊
が
楚
王
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
劉
尊
志
氏
は
、
前
掲
書
で
、
墓
葬
形
制
等
の
分
析
を
通
し
て
墓
主
を
楚
王
国
第
二
代
の
劉
郢
客
︵
楚
夷
王
・
在
位
四
年
・
文
帝
五
年
・
前
一
七
五
年
没
︶
に
比
定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
葛
明
宇
氏
は
、﹁
獅
子
山
楚
王
墓
﹂
の
よ
う
な
壮
大
な
陵
墓
の
造
営
は
在
位
わ
ず
か
四
年
の
劉
郢
客
で
は
不
可
能
で
あ
り
、
む
し
ろ
在
位
二
十
一
年
の
第
三
代
劉
戊
︵
在
位
前
一
七
四
～
前
一
五
四
年
︶
が
墓
主
に
ふ
さ
わ
し
い
と
指
摘
す
る︶7
︵
。
劉
戊
は
﹃
漢
書
﹄
巻
三
十
六
楚
元
王
伝
に
王
戊
や
や
淫
暴
、
二
十
年
、
薄
太
后
の
た
め
に
服
す
も
私
姦
し
、
東
海
・
薛
郡
を
削
ら
る
。
乃
ち
呉
と
通
謀
す
。
と
あ
っ
て
、
呉
王
劉
濞
と
と
も
に
呉
楚
七
国
の
乱
を
主
導
し
た
中
心
人
物
で
あ
り
、
乱
後
自
殺
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
王
墓
の
墓
主
を
め
ぐ
っ
て
は
、
確
定
を
み
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
漢
初
の
呉
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楚
七
国
の
乱
以
前
の
王
墓
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
諸
氏
の
見
解
が
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
出
土
資
料
よ
り
当
時
の
諸
侯
王
の
軍
権
を
含
め
た
王
権
の
あ
り
様
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
兵
馬
俑
陪
葬
坑
を
と
も
な
う
王
墓
と
し
て
﹁
章
丘
山
危
山
漢
墓
﹂
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
墓
か
ら
は
、
三
座
の
陪
葬
坑
が
発
見
さ
れ
、
一
号
坑
か
ら
は
方
陣
形
を
な
し
た
歩
兵
俑
・
建
鼓
及
び
撃
鼓
俑
・
騎
俑
・
御
者
俑
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
王
出
行
時
の
儀
仗
隊
列
を
示
し
て
い
る
と
い
う
。
墓
主
は
、
斉
の
悼
恵
王
の
子
で
呉
楚
七
国
の
乱
に
加
わ
っ
て
自
殺
し
た
済
南
国
王
・
劉
辟
光
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る︶8
︵
。
ま
た
、
淄
博
市
臨
淄
区
大
武
郷
で
発
見
さ
れ
た
一
座
の
前
漢
斉
王
墓
は
、
五
つ
の
随
葬
坑
を
と
も
な
い
、
そ
こ
か
ら
は
車
馬
器
・
漆
器
・
銅
礼
器
な
ど
一
万
二
千
余
件
に
達
す
る
陪
葬
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
墓
主
は
斉
王
国
第
二
代
劉
襄
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る︶9
︵
。
こ
の
よ
う
に
﹁
獅
子
山
漢
墓
﹂
や
﹁
章
丘
山
危
山
漢
墓
﹂
な
ど
か
ら
大
量
の
兵
馬
俑
が
発
見
さ
れ
、
し
か
も
墓
主
が
い
ず
れ
も
呉
楚
七
国
の
乱
に
係
わ
り
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
漢
初
の
諸
侯
王
が
強
力
な
独
自
の
軍
事
力
を
保
有
し
え
た
と
想
定
し
て
大
過
な
か
ろ
う
。
次
に
諸
侯
王
国
の
軍
制
を
検
討
す
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
出
土
資
料
と
し
て
馬
王
堆
三
号
漢
墓
出
土
の
﹁
駐
軍
図︶10
︵
﹂
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
馬
王
堆
漢
墓
は
湖
南
省
長
沙
市
東
郊
外
に
所
在
し
、
前
漢
初
期
の
長
沙
王
国
丞
相
の
一
族
墓
の
一
つ
で
、
三
座
の
墓
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
号
墓
の
被
葬
者
は
長
沙
王
国
丞
相
軑
侯
利
蒼
と
さ
れ
、呂
后
二
年
︵
前
一
八
六
年
︶
に
死
亡
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
号
墓
の
墓
主
は
利
蒼
の
妻
と
さ
れ
、
漢
の
文
帝
十
二
年
以
後
、
数
年
の
間
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
と
り
あ
げ
よ
う
と
す
る
三
号
墓
の
被
葬
者
は
、
三
十
代
の
男
性
で
、
軑
侯
利
蒼
の
息
子
で
木
牘
の
紀
年
銘
に
よ
り
文
帝
十
二
年
︵
前
一
六
八
年
︶
ご
ろ
に
埋
葬
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
三
号
墓
か
ら
は
、
漆
器
・
木
俑
・
楽
器
・
陶
器
・
竹
木
器
、
ま
た
彩
絵
帛
画
・
帛
書
な
ど
千
点
以
上
に
達
す
る
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
こ
こ
で
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
の
が
帛
書
に
描
か
れ
た
﹁
地
形
図
﹂
と
﹁
駐
軍
図
﹂で
あ
る
が
、両
図
の
図
示
範
囲
は
漢
初
期
の
長
沙
国
南
部
、
現
在
の
瀟
水
流
域
一
帯
の
湖
南
省
南
嶺
地
区
に
あ
た
り
、
そ
こ
は
険
阻
な
山
並
み
と
深
い
渓
谷
が
無
数
に
広
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
﹁
駐
軍
図
﹂
の
図
示
範
囲
は
、﹁
地
形
図
﹂
の
一
部
分
、
東
南
部
地
区
に
あ
た
り
現
在
の
湖
南
省
江
華
瑤
族
自
治
県
の
沱
江
流
域
一
帯
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
図
中
に
は
大
小
二
十
条
の
河
流
が
描
か
れ
、
そ
の
う
ち
十
四
条
に
は
上
流
に
名
称
が
注
記
さ
れ
、
ま
た
山
脈
は
黒
色
の
﹁
山
﹂
字
形
の
曲
線
的
表
示
を
も
っ
て
示
さ
れ
、
山
は
絵
記
号
の
山
の
姿
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
山
川
を
特
に
詳
細
に
描
写
す
る
の
は
、
そ
れ
が
軍
事
戦
略
上
重
要
で
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。こ
の﹁
駐
軍
図
﹂
に
描
か
れ
た
防
区
の
境
界
線
は
、
大
体
四
周
の
山
の
尾
根
を
6
通
過
し
、
南
の
限
界
は
南
嶺
の
主
な
尾
根
と
相
符
合
し
、
前
側
が
南
越
に
対
抗
す
る
前
辺
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。
防
区
の
正
面
は
、
幅
が
約
四
十
キ
ロ
、
縦
に
奥
行
き
は
約
五
十
キ
ロ
で
あ
り
、
そ
こ
に
九
つ
の
部
隊
が
合
わ
せ
て
三
筋
の
山
谷
を
頼
り
に
し
て
南
越
が
長
沙
国
の
内
地
に
進
入
す
る
大
道
を
要
所
に
依
っ
て
守
備
す
る
状
況
を
描
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。﹁
駐
軍
図
﹂
の
中
央
に
は
三
角
形
の
城
堡
が
描
か
れ
、
こ
こ
が
こ
の
﹁
駐
軍
図
﹂
に
示
さ
れ
た
防
区
の
指
揮
所
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
城
堡
の
左
側
に
は
堰
堤
を
築
き
池
が
造
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
駐
軍
の
用
水
・
防
火
等
に
供
さ
れ
る
た
め
か
、
あ
る
い
は
水
軍
の
演
習
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
図
の
上
方
︵
こ
こ
で
は
南
を
示
す
と
さ
れ
る
︶
に
は
、“
徐
都
尉
”と
明
示
さ
れ
た
三
つ
の
部
隊
が
南
側
の
尾
根
の
北
方
を
部
署
と
し
て
横
一
線
︵
東
西
︶
に
配
置
さ
れ
、
そ
の
後
方
約
十
五
～
二
十
キ
ロ
離
れ
た
第
二
線
に
は“
周
都
尉
別
軍
”・“
徐
都
尉
”の
二
部
隊
が
、
ま
た
中
央
指
揮
所
の
前
面
は
“
周
都
尉
”の
一
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、指
揮
部
を
や
や
離
れ
た
左
後
方︵
東
側
︶
に
は
、“
司
馬
得
軍
”の
二
部
隊
が
、
そ
の
後
方
に
は
“
桂
陽
郡
軍
”の
一
部
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
﹁
駐
軍
図
﹂
を
一
見
す
る
と
、
指
揮
所
の
南
方
第
一
線
に
三
部
隊
を
配
置
し
、
そ
の
後
方
に
二
部
隊
、
さ
ら
に
中
央
指
揮
所
に
一
部
隊
を
配
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、明
ら
か
に
南
方
を
意
識
し
た
陣
形
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
ろ
う
。
南
方
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
南
越
国
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
馬
王
堆
三
号
墓
の
被
葬
者
と
は
い
か
な
る
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
に
み
た
﹁
地
形
図
﹂
と
﹁
駐
軍
図
﹂
は
、
墓
主
が
生
前
に
軍
事
指
揮
に
用
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
長
沙
王
国
の
主
要
な
軍
事
指
揮
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
三
号
墓
か
ら
は
弩
・
箭
・
剣
・
戈
・
矛
・
弓
な
ど
計
三
十
八
点
に
及
ぶ
兵
器
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
、
同
時
に
三
号
墓
の
棺
室
西
壁
か
ら
は
﹁
車
馬
儀
仗
図
﹂
も
発
見
さ
れ
、
こ
の
図
に
は
戦
車
及
び
騎
兵
隊
の
方
陣
や
鐘
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
楽
隊
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
図
に
描
か
れ
て
い
る
背
の
高
く
体
の
大
き
な
男
性
こ
そ
こ
の
墓
主
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
や
は
り
墓
主
は
長
沙
王
国
の
軍
事
指
揮
官
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
し
か
し
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
こ
の
墓
主
が
﹁
駐
軍
図
﹂
に
示
さ
れ
た
九
つ
の
都
尉
軍
を
指
揮
し
え
た
高
位
の
武
官
だ
と
し
て
も
、
彼
が
長
沙
王
国
の
軍
事
の
主
将
で
あ
っ
た
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
ば
﹁
駐
軍
図
﹂
の
図
示
範
囲
は
、﹁
地
形
図
﹂
の
一
部
分
で
あ
る
東
南
部
地
区
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
長
沙
王
国
全
域
を
お
お
う
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、﹁
駐
軍
図
﹂
に
示
さ
れ
た
地
域
が
た
と
え
南
越
王
国
に
対
峙
す
る
第
一
線
に
位
置
し
て
い
た
と
し
て
も
、
長
沙
王
国
に
は
三
号
墓
主
に
該
当
す
る
軍
事
指
揮
官
が
複
数
名
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
彼
ら
は
当
然
国
王
の
統
率
の
下
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
馬
王
堆
三
号
漢
墓
出
土
の
﹁
駐
軍
図
﹂
等
に
よ
り
以
上
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の
知
見
を
得
た
。
ま
た
、
吉
開
将
人
氏
に
よ
れ
ば
、
長
沙
王
国
か
ら
は
呉
姓
長
沙
王
国
時
代
の
中
小
墓
か
ら
明
器
印
﹁
泠
道
尉
印
﹂・﹁
逃
︵
洮
︶
陽
令
印
﹂・
﹁
舂
陵
之
印
﹂
の
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、﹁
泠
道
﹂・﹁
洮
陽
﹂
は
長
沙
国
の
零
陵
郡
の
属
県
で
あ
り
、
ま
た
﹁
舂
陵
﹂
は
泠
道
県
の
﹁
舂
陵
郷
﹂
に
か
か
わ
る
地
名
で
あ
り
、
県
の
令
・
長
・
丞
・
尉
の
場
合
、
赴
任
地
で
死
亡
す
る
と
そ
れ
を
本
籍
地
に
戻
し
て
埋
葬
す
る
よ
う
に
取
り
計
ら
わ
れ
た
こ
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
明
器
印
が
長
沙
市
内
か
ら
出
土
し
た
こ
と
か
ら
長
沙
王
国
南
辺
の
支
郡
の
属
県
長
吏
が
国
都
の
人
材
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
と
指
摘
す
る︶11
︵
。
な
お
、
上
記
の
﹁
泠
道
﹂・﹁
逃
︵
洮
︶
陽
﹂・﹁
舂
陵
﹂
は
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
出
土
の
﹁
地
形
図
﹂
の
な
か
で
三
つ
の
県
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る︶12
︵
。
従
っ
て
、﹁
泠
道
尉
印
﹂
よ
り
漢
初
の
長
沙
王
国
に
泠
道
県
の
軍
事
指
揮
官
で
あ
る
泠
道
尉
が
あ
り
、
し
か
も
王
国
出
身
者
が
そ
の
職
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
よ
う
。
ま
た
、
上
記
の
﹁
逃
陽
令
印
﹂
石
印
が
発
見
さ
れ
た
楊
家
山
六
号
墓
か
ら
は
、
他
に
﹁
洮
陽
長
印
﹂
石
印
・﹁
蘇
郢
﹂
玉
印
・﹁
蘇
将
軍
印
﹂
銅
印
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
吉
開
氏
は
﹁
蘇
郢
﹂
は
被
葬
者
の
名
前
で
あ
り
、﹁
逃
陽
冷
印
﹂
と
﹁
洮
陽
長
印
﹂
は
被
葬
者
の
頭
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
よ
り
私
印
で
は
な
く
、
被
葬
者
が
歴
任
し
た
官
職
に
と
も
な
う
官
印
で
あ
っ
た
と
す
る
。
他
方
、﹁
蘇
郢
﹂
印
は
被
葬
者
の
腰
部
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、
実
際
に
佩
用
さ
れ
て
い
た
私
印
で
あ
っ
た
と
し
﹁
蘇
将
軍
印
﹂
も
同
じ
く
腰
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
よ
り
私
印
で
あ
る
と
す
る
。
従
っ
て
﹁
蘇
将
軍
﹂
は
漢
中
央
の
将
軍
職
で
は
な
く
私
号
で
あ
る
と
の
認
識
を
示
し
、
こ
の
場
合
﹁
将
軍
﹂
と
は
、
秦
漢
交
代
期
に
呉
集
団
の
一
員
と
し
て
活
躍
し
た
旧
職
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る︶13
︵
。
そ
の
可
否
は
こ
こ
で
は
判
定
で
き
な
い
が
、
蘇
郢
な
る
人
物
が
軍
職
に
か
か
わ
っ
た
事
実
は
否
定
で
き
ず
、
し
か
も
そ
の
人
物
が
王
都
周
辺
か
ら
出
自
し
、
県
の
長
吏
に
ま
で
昇
進
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
以
上
、
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
性
格
を
考
察
す
る
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
前
漢
諸
王
墓
の
陪
葬
品
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
出
土
の
﹁
駐
軍
図
﹂
等
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
一
点
一
点
の
出
土
資
料
は
実
証
的
研
究
に
は
欠
か
せ
な
い
重
要
資
料
で
あ
る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
が
、
こ
れ
の
み
に
よ
っ
て
王
国
軍
制
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
次
の
検
討
段
階
と
し
て
こ
れ
ら
の“
点
”を
結
び
つ
け
る“
線
”を
構
築
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
次
に
文
献
史
料
に
よ
っ
て
漢
初
の
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
側
面
に
迫
り
た
い
。
三
、
史
料
よ
り
み
る
王
国
の
軍
事
的
側
面
本
節
で
は
前
節
で
取
り
上
げ
た
発
掘
資
料
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
主
に
﹃
史
記
﹄・﹃
漢
書
﹄
な
ど
の
文
献
史
料
を
通
し
て
前
漢
初
8
期
の
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
側
面
に
迫
り
た
い
と
思
う
。
そ
の
前
に
前
漢
の
兵
制
に
か
ん
し
て
の
一
般
的
認
識
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
濱
口
重
國
氏
以
来
、
諸
氏
に
よ
る
豊
富
な
研
究
蓄
積
が
あ
る
。
濱
口
氏
に
よ
る
前
漢
兵
制
に
関
す
る
一
連
の
研
究
成
果
の
概
略
を
述
べ
る
と
、
前
漢
で
は
徴
兵
適
齢
︵
景
帝
二
年
以
後
は
二
十
歳
、
昭
帝
の
始
元
末
以
後
は
二
十
三
歳
︶
に
達
し
た
成
年
男
子
の
一
定
部
分
が
傅
さ
れ
て
正
卒
︵
兵
士
︶
と
さ
れ︶14
︵
、
以
後
出
役
年
齢
︵
昭
帝
始
元
以
後
は
五
十
六
歳
︶
に
至
る
ま
で
の
在
役
中
の
基
本
的
任
務
と
し
て
、第
一
に
一
年
間
は
京
師
に
衛
士
と
し
て
番
上
し
、
衛
尉
指
揮
の
下
に
南
軍
を
形
成
し
て
宮
城
守
護
の
任
に
当
た
る
。
衛
士
の
一
部
は
京
師
の
諸
官
庁
・
諸
寝
園
等
の
警
固
の
た
め
に
配
給
さ
れ
る
。
侯
王
国
管
内
の
兵
士
は
各
々
国
都
に
番
上
し
て
京
師
に
番
上
せ
ず
。
第
二
に
一
年
間
所
属
の
郡
国
警
備
の
兵
と
な
る
。
た
だ
し
、
三
輔
管
内
の
兵
士
は
北
軍
を
形
成
し
長
安
城
内
外
の
鎮
護
に
当
た
る
。
第
三
に
毎
年
一
回
都
試
と
呼
ば
れ
る
大
査
閲
を
受
け
る︶15
︵
。
さ
ら
に
濱
口
氏
は
、
前
漢
時
代
に
は
兵
役
の
一
部
と
さ
れ
て
い
た
辺
境
守
備
の
義
務
は
兵
籍
に
あ
る
兵
士
た
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
全
民
丁
の
負
担
す
べ
き
義
務
で
あ
っ
た
と
す
る︶16
︵
。
こ
の
よ
う
な
濱
口
氏
の
所
説
は
以
後
の
兵
制
研
究
の
基
盤
を
な
す
が
、
史
料
的
制
約
等
も
あ
っ
て
未
解
明
の
論
点
も
多
岐
︵
傅
籍
の
理
解
や
正
卒
・
士
卒
、
就
役
形
態
等
︶
に
わ
た
る
と
い
わ
れ
る︶17
︵
。
さ
て
、
上
記
の
濱
口
説
で
は
徴
兵
適
齢
が
景
帝
二
年
以
後
は
二
十
歳
と
さ
れ
て
い
る
が
、
景
帝
二
年
以
前
、
つ
ま
り
漢
初
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。﹃
漢
書
﹄
巻
二
十
三
刑
法
志
に
天
下
既
に
定
ま
り
、
秦
を
つ
い
で
材
官
を
郡
国
に
置
き
、
京
師
に
は
南
北
軍
の
屯
あ
り
。
と
あ
る
よ
う
に
漢
初
の
兵
制
は
、
秦
制
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
秦
制
に
関
し
て
重
近
啓
樹
氏
は
、
秦
王
政
十
六
年
︵
前
二
三
一
年
︶
九
月
の
﹁
初
め
て
男
子
を
し
て
年
を
書
せ
し
む
﹂︵﹃
史
記
﹄
巻
六
秦
始
皇
本
紀
︶
と
あ
る
時
点
以
後
、
徴
兵
の
条
件
が
従
来
身
長
基
準
で
あ
っ
た
の
を
年
齢
基
準
に
切
り
換
え
ら
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
年
齢
基
準
に
達
し
た
成
年
男
子
は
戸
籍
と
は
別
の
傅
籍
に
付
け
ら
れ
兵
役
の
義
務
に
服
し
た
と
説
く
。
年
齢
基
準
に
つ
い
て
重
近
氏
は
十
五
歳
傅
籍
説
を
採
る︶18
︵
が
、
一
方
山
田
勝
芳
氏
は
、
漢
初
は
十
七
歳
﹁
傅
﹂
で
あ
り
、
景
帝
二
年
に
二
十
歳
﹁
傅
﹂
説
を
採
る︶19
︵
。
ま
た
藤
田
勝
久
氏
は
、
漢
初
の
傅
籍
の
年
齢
に
関
し
て
張
家
山
漢
簡
﹁
二
年
律
令
﹂
の
﹁
傅
律
﹂
よ
り
爵
級
に
よ
っ
て
相
違
し
て
い
た
こ
と
を
論
ず
る
。
そ
の
傅
籍
で
は
最
も
身
分
の
低
い
爵
一
等
の
公
士
か
ら
四
等
の
不
更
の
子
ま
で
が
二
十
歳
か
ら
始
ま
り
、
爵
五
等
の
大
夫
か
ら
九
等
の
五
大
夫
の
子
は
二
十
二
歳
で
兵
籍
に
付
け
ら
れ
、
爵
十
等
の
左
庶
長
か
ら
以
上
の
子
は
二
十
四
歳
で
兵
籍
に
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
藤
田
氏
は
こ
こ
よ
り
漢
初
で
は
父
の
爵
の
等
級
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
男
子
が
兵
籍
に
付
け
ら
れ
、
軍
事
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
さ
ら
に
氏
は
、
景
帝
二
年
の
9 漢初諸侯王国の軍制に関する一考察（佐々木）
規
定
も
こ
う
し
た
爵
の
等
級
に
よ
る
差
異
を
捨
象
し
た
記
述
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
の
で
あ
っ
た︶20
︵
。
重
近
氏
に
よ
れ
ば
、
傅
の
基
準
に
達
し
た
成
年
男
子
は
原
則
的
に
全
て
傅
籍
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
は
全
成
年
男
子
に
潜
在
的
兵
役
義
務
が
あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
実
際
に
は
各
郡
県
に
お
け
る
兵
士
の
定
員
数
分
だ
け
が
選
抜
さ
れ
て
兵
士
と
な
り
、
彼
ら
は
徭
役
義
務
な
ど
税
役
負
担
の
一
定
部
分
を
免
除
さ
れ
て
兵
役
に
服
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
兵
士
は
地
方
軍
組
織
の
基
礎
を
な
す
県
の
常
備
軍
に
お
い
て
、
各
々
材
官
・
騎
士
等
の
兵
種
に
区
分
さ
れ
、
免
老
に
い
た
る
ま
で
の
在
役
期
間
中
毎
年
一
カ
月
所
属
の
県
に
交
替
で
番
上
し
、
県
尉
の
指
揮
下
で
軍
事
訓
練
を
受
け
る
と
と
も
に
県
内
の
治
安
維
持
等
の
諸
任
務
に
あ
た
っ
た
と
さ
れ
る︶21
︵
。
そ
れ
で
は
、
漢
初
の
郡
国
制
度
の
下
で
諸
侯
王
国
の
兵
制
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
で
に
み
た
よ
う
に﹃
漢
書
﹄
百
官
公
卿
表
に
、
諸
侯
王
国
に
は
漢
室
中
央
と
同
様
に
武
職
を
掌
る
中
尉
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に﹃
後
漢
書
﹄
本
紀
一
光
武
帝
紀
建
武
七
年
三
月
丁
酉
の
条
注
所
引
﹃
漢
官
儀
﹄
に
高
祖
、
天
下
の
郡
国
に
命
じ
て
能
く
引
関
蹶
張
し
、
材
力
武
猛
な
る
者
を
選
び
、
以
て
軽
車
・
騎
士
・
材
官
・
楼
船
と
な
さ
し
め
、
常
に
立
秋
の
後
を
以
て
講
肄
課
試
す
。
各
々
員
数
あ
り
。
と
あ
る
よ
う
に
王
国
に
お
い
て
も
直
轄
郡
同
様
に
定
め
ら
れ
た
数
の
材
官
・
騎
士
等
の
兵
士
が
置
か
れ
、
毎
年
立
秋
の
後
に
都
試︶22
︵
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
漢
初
、
王
国
内
に
お
い
て
も
基
本
的
に
中
央
と
同
様
の
兵
制
が
布
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
こ
こ
で
言
う
材
官︶23
︵
と
は
、﹁
材
官
蹶
張
﹂・﹁
蹶
張
士
﹂
を
意
味
し
、
特
に
足
で
強
弩
を
張
る
こ
と
の
で
き
る
専
門
の
弩
士
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
騎
士︶24
︵
の
存
在
は
、
す
で
に
み
た
﹁
獅
子
山
楚
王
墓
﹂
中
か
ら“
楚
中
尉
印
”の
封
泥
と
と
も
に“
楚
騎
尉
印
”“
楚
軽
車
印
”な
ど
の
印
章
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
騎
士
俑
の
出
土
か
ら
王
国
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
楼
船
に
つ
い
て
も
﹁
馬
王
堆
三
号
漢
墓
﹂
出
土
の
﹁
駐
軍
図
﹂
中
の
中
央
指
揮
部
近
く
の
貯
水
池
が
水
練
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
各
種
兵
種
の
諸
部
隊
の
存
在
も
確
認
さ
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
重
近
氏
は
、
兵
制
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
点
と
し
て
平
時
編
成
と
戦
時
編
成
を
明
確
に
区
別
し
て
考
察
す
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
両
者
で
は
指
揮
系
統
や
目
的
、
及
び
動
員
方
法
、
構
成
員
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
と
し
て
、
平
時
編
成
下
の
材
官
・
騎
士
等
の
地
方
の
正
規
の
常
備
兵
は
、
地
方
管
轄
区
域
内
の
治
安
維
持
に
あ
た
っ
た
と
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
常
備
軍
組
織
や
徴
兵
業
務
な
ど
は
、
郡
よ
り
も
む
し
ろ
県
を
単
位
に
、
直
接
的
に
は
県
尉
の
管
轄
下
で
遂
行
さ
れ
た
と
の
認
識
を
示
す︶25
︵
。
こ
の
よ
う
な
氏
の
所
説
は
王
国
内
で
も
首
肯
さ
れ
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
王
国
内
に
県
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、﹃
史
記
﹄
巻
五
十
一
荊
燕
世
家
の
な
か
に
︵
劉
︶
澤
、
燕
に
王
た
る
こ
と
二
年
に
し
て
薨
ず
。
⋮
⋮
孫
の
10
定
国
に
至
り
、
⋮
⋮
定
国
、
誅
殺
せ
ん
と
欲
す
る
所
の
臣
に
肥
如
の
令
、
郢
人
あ
り
。
郢
人
ら
定
国
を
告
す
。
と
あ
っ
て
、
燕
の
属
県
に
肥
如
県
の
あ
っ
た
こ
と
や
、
す
で
に
あ
げ
た
長
沙
近
傍
か
ら
出
土
し
た
明
器
﹁
泠
道
尉
印
﹂・﹁
逃
︵
洮
︶
陽
令
印
﹂
等
は
、
長
沙
王
国
属
県
の
令
・
長
ク
ラ
ス
の
人
物
の
副
葬
品
と
し
て
埋
葬
さ
れ
た
官
印
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
前
者
は
﹁
尉
印
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
葬
者
が
泠
道
県
の
軍
職
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
、
後
者
の
出
土
墓
か
ら
は
﹁
逃
陽
長
印
﹂
と
﹁
蘇
将
軍
印
﹂
が
同
時
に
出
土
し
て
い
る
事
実
か
ら
、
や
は
り
軍
職
と
の
か
か
わ
り
を
示
唆
し
て
い
る
。ま
た
、﹁
徐
州
獅
子
山
楚
王
墓
﹂
か
ら
は
多
く
の
出
土
器
物
と
と
も
に
、
魚
・
猪
、
羊
肉
等
の
骨
骸
や
穀
物
の
炭
化
物
の
傍
ら
か
ら
﹁
彭
城
丞
印
﹂・﹁
下
邳
丞
印
﹂
等
の
封
泥
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
ら
の
食
物
が
楚
王
国
属
県
の
彭
城
・
下
邳
県
か
ら
王
に
貢
奉
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
さ
れ
て
い
る︶26
︵
。
こ
こ
か
ら
、
徴
税
業
務
等
も
県
を
主
体
に
し
て
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
さ
ら
に
類
推
す
れ
ば
王
国
内
の
軍
務
も
当
然
県
を
主
体
と
し
て
遂
行
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
よ
り
漢
初
に
あ
っ
て
は
郡
国
制
の
も
と
で
独
自
の
王
国
軍
を
編
成
し
え
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
で
は
次
に
焦
点
と
な
る
の
は
、
郡
国
制
度
の
下
で
の
こ
れ
ら
の
王
国
軍
と
漢
朝
中
央
と
の
関
係
で
あ
る
。
高
祖
・
恵
帝
呂
太
后
・
文
帝
期
の
治
世
期
の
そ
れ
ぞ
れ
に
焦
点
を
当
て
て
、
こ
の
点
に
関
し
て
検
討
を
加
え
よ
う
。
高
祖
劉
邦
治
世
下
、
彼
の
も
と
で
全
国
制
覇
が
な
っ
た
と
は
い
え
、
相
次
ぐ
異
姓
諸
王
の
謀
反
や
匈
奴
の
北
辺
侵
入
等
に
対
処
す
る
た
め
し
ば
し
ば
軍
の
動
員
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
の
状
況
を
﹃
史
記
﹄
は
、
次
の
よ
う
に
叙
述
す
る
。
ま
ず
、
趙
の
相
国
陳
豨
が
代
の
地
で
謀
反
し
た
時
十
一
年
、
⋮
⋮
漢
、
将
軍
郭
蒙
を
し
て
斉
の
将
と
と
も
に
撃
た
し
め
、
大
い
に
こ
れ
を
破
る
。︵
巻
八
高
祖
本
紀
︶
と
あ
り
、
陳
豨
討
伐
に
斉
王
国
の
軍
と
協
力
し
て
攻
撃
し
た
と
述
べ
る
。
ま
た
こ
の
記
事
か
ら
斉
王
国
に
独
自
の
将
軍
の
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
巻
九
十
彭
越
列
伝
に
は
、
陳
豨
謀
反
時
の
こ
と
と
し
て
十
年
秋
、
陳
豨
代
地
に
反
す
。
高
帝
、
自
ら
往
き
て
撃
つ
。
邯
鄲
に
至
り
兵
を
梁
王
に
徴
す
。
梁
王
、
病
と
称
し
、
将
を
し
て
兵
を
将
い
て
邯
鄲
に
詣
ら
し
む
。
高
帝
、
怒
り
て
人
を
し
て
梁
王
を
譲
め
し
む
。
梁
王
、
恐
れ
、
自
ら
往
き
て
謝
せ
ん
と
欲
す
。
そ
の
将
、
扈
輒
曰
く
﹁
王
、
始
め
往
か
ず
。
譲
め
ら
れ
て
往
く
、
往
け
ば
則
ち
禽
と
な
る
。兵
を
発
し
て
反
を
遂
げ
る
に
し
か
ず
﹂
と
。
梁
王
、
聴
か
ず
、
病
と
称
す
。
と
あ
っ
て
、
高
祖
が
彭
越
に
命
じ
て
梁
王
国
の
兵
を
徴
発
し
よ
う
と
し
た
時
、
彭
越
は
自
ら
病
と
称
し
て
行
か
ず
、
代
わ
り
に
臣
下
の
将
軍
を
赴
任
さ
せ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
や
は
り
こ
こ
で
も
梁
王
国
に
独
自
の
将
軍
が
お
か
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
巻
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九
十
五
灌
嬰
列
伝
に
、
匈
奴
が
北
辺
に
侵
入
し
た
時
、
灌
嬰
は
車
騎
将
軍
を
以
て
従
い
、
反
す
る
韓
王
信
を
代
に
撃
ち
、
馬
邑
に
至
る
。
⋮
⋮
詔
を
受
け
、
燕
・
趙
・
斉
・
梁
・
楚
の
車
騎
を
并
せ
将
い
て
、
胡
騎
を
硰
石
に
撃
破
す
。
と
あ
り
、
さ
ら
に
巻
九
十
八
靳
歙
列
伝
に
は
騎
都
尉
を
以
て
、
従
い
て
代
を
撃
ち
、
韓
信
を
平
城
下
に
攻
め
、
軍
を
東
垣
に
還
す
。
功
有
り
、
遷
り
て
車
騎
将
軍
と
な
り
、
梁
・
趙
・
斉
・
燕
・
楚
の
車
騎
を
并
せ
将
い
る
。
同
様
の
記
事
は
、
文
帝
代
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
巻
一
百
二
馮
唐
列
伝
に︵
馮
︶
唐
を
拝
し
て
車
騎
都
尉
と
な
し
、
中
尉
及
び
郡
国
車
士
を
主
ら
し
む
。
と
あ
る
。
な
お
こ
こ
で
は
郡
国
と
の
み
あ
っ
て
具
体
的
な
王
国
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
か
の
王
国
の
戦
車
隊
が
徴
発
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
記
載
よ
り
確
認
で
き
る
の
は
、
一
般
的
に
皇
帝
は
有
事
の
際
に
詔
を
発
し
て
王
国
軍
を
徴
発
し
、
そ
れ
を
指
揮
、
統
帥
下
に
お
く
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
劉
邦
の
治
世
下
に
あ
っ
て
は
、
諸
王
国
の
軍
を
動
員
、
指
揮
可
能
な
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
た
と
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
次
に
、
恵
帝
・
呂
太
后
称
制
期
及
び
文
帝
代
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
時
代
は
高
祖
期
よ
り
も
史
料
が
少
な
く
、
か
つ
軍
事
力
の
直
接
的
動
員
も
稀
な
の
で
漢
朝
中
央
と
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
相
互
関
係
を
検
証
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
史
料
と
時
代
状
況
を
通
し
て
こ
の
相
互
の
関
係
性
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
こ
の
時
期
に
見
逃
し
て
な
ら
な
い
の
が
、
湖
北
省
江
陵
県
の
張
家
山
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
史
料
﹁
二
年
律
令
﹂
賊
律︶27
︵
の
検
証
で
あ
ろ
う
。
こ
の
﹁
二
年
律
令
﹂
は
、
呂
后
二
年
︵
前
一
八
六
年
︶
に
出
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
、
こ
れ
が
注
目
さ
れ
る
の
は
当
時
漢
朝
と
諸
侯
王
国
と
の
境
界
線
に
﹁
城
邑
亭
障
﹂
の
よ
う
な
軍
事
施
設
が
存
在
し
、
軍
隊
が
﹁
城
邑
亭
障
﹂
を
放
棄
し
た
り
、
諸
侯
側
に
投
降
し
た
時
、
厳
罰
に
処
さ
れ
る
内
容
が
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
か
つ
て
宮
宅
潔
氏
は
、﹁
二
年
律
令
﹂
を
用
い
た
諸
侯
王
関
係
の
先
行
研
究
を
整
理
し
、﹁
二
年
律
令
﹂
に
漢
朝
と
諸
王
国
と
の
間
に
不
断
の
緊
張
関
係
を
う
か
が
わ
せ
る
内
容
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
両
者
の
間
に
軍
事
施
設
が
配
置
さ
れ
王
国
を
仮
想
敵
と
す
る
体
制
が
整
え
ら
れ
た
と
ま
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
す
る
。
宮
宅
氏
は
さ
ら
に
続
け
て
、
な
に
よ
り
も
﹁
二
年
律
令
﹂
に
は
す
で
に
無
効
と
な
っ
た
条
文
が
含
ま
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
、
境
界
に
軍
事
施
設
が
配
置
さ
れ
た
状
況
を
文
帝
期
の
時
代
に
ま
で
無
条
件
に
あ
て
は
め
て
は
い
け
な
い
と
論
ず
る︶28
︵
。
ま
た
杉
村
伸
二
氏
は
、
諸
侯
王
に
大
幅
な
権
限
を
移
譲
し
て
い
る
漢
初
の
郡
国
制
は
広
大
な
領
域
を
統
治
す
る
た
め
の
有
効
な
統
治
方
法
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
漢
朝
は
当
初
よ
り
分
裂
の
危
険
を
12
回
避
し
な
が
ら
諸
侯
王
国
の
存
在
を
前
提
と
し
た
国
制
整
備
を
目
指
し
て
い
た
と
し
て
、
こ
の
律
令
の
諸
侯
に
関
す
る
条
文
も
諸
侯
王
国
と
の
間
に
何
ら
か
の
紛
争
が
起
き
た
場
合
に
備
え
て
残
さ
れ
た
も
の
と
説
く︶29
︵
。
﹁
二
年
律
令
﹂
の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
律
令
が
発
布
さ
れ
た
と
さ
れ
る
呂
后
二
年
前
後
の
時
代
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
こ
の
時
期
、
呂
后
に
よ
る
劉
氏
諸
王
へ
の
高
圧
的
政
策
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
律
令
の
内
容
も
こ
の
文
脈
の
な
か
で
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
律
令
に
み
ら
れ
る
城
邑
や
亭
障
を
も
っ
て
裏
切
っ
て
諸
侯
に
投
降
し
た
者
等
を
厳
罰
に
処
す
と
い
う
内
容
自
体
を
み
て
も
、
こ
れ
ら
の
行
為
自
体
漢
朝
に
対
す
る
謀
反
行
為
で
あ
っ
て
、
些
細
な
謀
反
に
よ
っ
て
国
除
の
憂
き
目
を
み
た
高
祖
期
を
み
れ
ば
仮
借
な
き
内
容
の
条
文
と
も
い
え
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
当
時
の
諸
侯
王
国
に
は
自
前
の
軍
事
力
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
些
細
な
こ
と
を
端
緒
に
し
て
諸
侯
王
の
軍
事
力
発
動
と
も
な
れ
ば
、
漢
朝
の
統
一
も
崩
壊
す
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
漢
朝
と
し
て
も
そ
れ
は
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
反
面
に
お
い
て
こ
の
条
文
を
み
れ
ば
、
こ
の
内
容
に
違
背
し
な
い
限
り
に
お
い
て
は
、
処
罰
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
宮
宅
氏
の
説
の
ご
と
く
漢
朝
の
現
状
維
持
策
を
条
文
化
し
た
も
の
と
理
解
し
て
差
し
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
呂
太
后
称
制
時
代
は
、内
外
安
定
し
た
時
代
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
外
交
的
に
匈
奴
と
の
間
に
緊
張
し
た
時
も
み
ら
れ
た
が
、
実
際
に
武
力
の
発
動
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
唯
一
、
南
越
に
対
し
て
遠
征
軍
を
派
遣
す
る
に
至
る
。
こ
の
間
の
状
況
を
﹃
史
記
﹄
巻
一
百
一
十
三
南
越
列
伝
は
次
の
よ
う
に
叙
述
す
る
。
高
后
の
時
、
有
司
、
南
越
の
関
に
て
鉄
器
を
市
す
る
を
禁
ぜ
ん
こ
と
を
請
う
。
佗
曰
く
﹁
高
帝
、我
を
立
て
使
物
を
通
ず
。
今
、
高
后
、
臣
を
讒
る
を
聴
き
、
蛮
夷
を
別
異
し
、
器
物
を
隔
絶
す
。
こ
れ
必
ず
長
沙
王
の
計
な
り
。
中
国
に
倚
り
て
、
南
越
を
撃
滅
し
て
并
せ
て
之
に
王
と
な
り
、
自
ら
功
と
な
さ
ん
と
欲
す
る
な
り
﹂と
。
是
に
於
て
佗
⋮
⋮
兵
を
発
し
て
長
沙
の
辺
邑
を
攻
め
、
数
県
を
敗
り
て
去
る
。
高
后
、
将
軍
隆
慮
侯
竈
を
遣
わ
し
、
往
き
て
之
を
撃
た
し
む
。
暑
湿
に
会
し
、
士
卒
大
い
に
疫
し
、
兵
、
嶺
を
踰
ゆ
る
能
わ
ず
。
歳
余
に
し
て
高
后
崩
じ
、
即
ち
兵
を
罷
む
。
こ
れ
に
よ
る
と
南
越
王
が
国
境
で
の
鉄
の
交
易
を
漢
が
禁
止
し
た
こ
と
に
対
し
て
隣
接
す
る
長
沙
王
国
を
攻
撃
し
、
こ
れ
に
対
し
て
漢
も
将
軍
周
竈
を
派
遣
し
た
が
、こ
の
遠
征
軍
は
南
方
の
暑
気
に
苦
戦
し
、
呂
太
后
崩
御
後
に
撤
兵
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
第
一
に
、
漢
中
央
か
ら
遠
征
軍
が
出
動
し
た
こ
と
よ
り
、
長
沙
王
国
は
南
越
の
攻
撃
に
際
し
て
独
断
で
出
兵
せ
ず
に
ま
ず
漢
中
央
に
報
告
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
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う
点
で
あ
る
。
こ
の
報
告
を
受
け
て
中
央
は
遠
征
軍
を
編
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
こ
か
ら
諸
侯
王
国
は
、
原
則
と
し
て
そ
の
管
轄
下
の
兵
を
独
自
の
判
断
で
出
兵
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く﹁
虎
符
の
制
﹂
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
。
第
二
点
は
、
漢
の
遠
征
軍
の
行
軍
路
で
あ
る
。
こ
の
場
合
南
越
遠
征
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
行
軍
路
は
長
沙
王
国
内
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
、
当
然
長
沙
王
国
軍
も
漢
中
央
軍
に
組
み
込
ま
れ
て
南
越
攻
撃
に
加
わ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
よ
り
、
漢
中
央
軍
が
そ
の
遠
征
に
際
し
て
諸
侯
王
国
内
を
行
軍
す
る
こ
と
も
あ
り
え
た
わ
け
で
、
か
つ
て
高
祖
劉
邦
が
し
ば
し
ば
諸
侯
王
国
の
軍
を
動
員
し
て
親
征
し
た
時
も
諸
王
国
内
を
通
過
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
て
上
の
南
越
遠
征
の
事
例
か
ら
、
長
沙
王
が
独
断
で
出
兵
せ
ず
に
、
ま
ず
漢
中
央
に
事
態
を
報
告
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
し
た
。
し
か
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
報
告
如
何
は
す
べ
て
諸
侯
王
の
意
思
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
諸
侯
王
が
そ
の
抱
懐
す
る
政
治
の
実
現
に
む
け
て
管
下
の
軍
を
自
在
に
動
員
、出
兵
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
実
際
、
諸
侯
王
が
そ
の
国
境
を
越
え
て
大
き
な
作
戦
遂
行
能
力
の
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
が
、
呂
太
后
死
後
に
諸
呂
打
倒
を
名
目
に
し
た
斉
王
の
挙
兵
で
あ
る
。﹃
史
記
﹄
巻
五
十
二
斉
悼
恵
王
世
家
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
以
て
諸
呂
を
誅
し
、因
り
て
斉
王
を
立
て
て
帝
と
な
さ
ん
と
す
。
斉
王
、
既
に
こ
の
計
を
聞
き
、
乃
ち
そ
の
舅
父
駟
鈞
・
郎
中
令
祝
午
・
中
尉
魏
勃
と
陰
か
に
兵
を
発
せ
ん
こ
と
を
謀
る
。
斉
相
召
平
、
之
を
聞
き
、
乃
ち
、
卒
を
発
し
て
王
宮
を
衛
る
。
魏
勃
、
召
平
を
あ
ざ
む
き
て
曰
く
﹁
王
、
兵
を
発
せ
ん
と
欲
す
る
も
、
漢
の
虎
符
の
験
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
而
れ
ど
も
相
君
、
王
を
囲
む
こ
と
、
固
よ
り
善
し
。
勃
、
請
う
ら
く
は
君
の
た
め
に
兵
衛
を
将
い
て
王
を
衛
ら
ん
﹂
と
。
召
平
、
之
を
信
じ
、
乃
ち
魏
勃
を
し
て
兵
を
将
い
て
王
宮
を
囲
ま
し
む
。
勃
、
既
に
兵
を
将
い
、相
府
を
囲
ま
し
む
。 
召
平
曰
く
﹁
あ
あ
、道
家
の
言
に
﹃
当
に
断
ず
べ
き
に
断
ぜ
ざ
る
は
、反
り
て
そ
の
乱
を
受
く
﹄
と
は
、
乃
ち
是
な
り
﹂
と
。
遂
て
自
殺
す
。
是
に
於
て
斉
王
、
駟
鈞
を
以
て
相
と
な
し
、
魏
勃
を
将
軍
と
な
し
、
祝
午
を
内
史
と
な
し
、
悉
く
国
中
の
兵
を
発
す
。
斉
王
は
挙
兵
に
あ
た
っ
て
、
反
対
す
る
宰
相
召
平
を
排
除
し
、
周
囲
を
側
近
で
固
め
た
後
、
こ
と
ご
と
く
国
中
の
兵
を
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
﹁
こ
と
ご
と
く
﹂
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
時
斉
王
国
に
戦
時
編
成
下
の
軍
制
が
布
か
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、こ
こ
で﹁
虎
符
﹂
の
話
が
で
て
い
る
。
さ
ら
に
﹃
史
記
﹄
斉
悼
恵
王
世
家
に
は
続
け
て
祝
午
を
し
て
東
の
か
た
琅
邪
王
を
詐
ら
し
め
て
曰
く
﹁
呂
氏
乱
14
を
作
し
、
斉
王
、
兵
を
発
し
て
西
し
て
之
を
誅
せ
ん
と
欲
す
。
斉
王
、自
ら
児
子
年
少
に
し
て
兵
革
の
事
に
習
わ
ざ
る
を
以
て
、
願
わ
く
は
国
を
挙
げ
て
大
王
に
委
ね
ん
。
大
王
、
高
帝
よ
り
将
な
り
。
戦
事
に
習
う
。
斉
王
、
あ
え
て
兵
を
離
れ
ず
、
臣
を
し
て
大
王
に
請
わ
し
む
。
幸
わ
く
は
、
臨
菑
に
之
き
て
斉
王
に
見
え
て
事
を
計
り
、
并
せ
て
斉
兵
を
将
い
て
以
て
西
の
か
た
関
中
の
乱
を
平
ら
げ
ん
こ
と
を
﹂
と
。
琅
邪
王
、
之
を
信
じ
以
て
然
り
と
な
し
、
廼
ち
馳
せ
て
斉
王
に
見
ゆ
。
斉
王
、
魏
勃
等
と
因
り
て
琅
邪
王
を
留
め
、
祝
午
を
し
て
尽
く
琅
邪
国
に
発
し
、
并
せ
て
そ
の
兵
を
将
い
し
む
。
と
あ
る
。こ
れ
を
み
れ
ば
、軍
兵
の
動
員
は
そ
れ
ぞ
れ
国
ご
と
に
個
々
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
諸
呂
誅
滅
後
の
混
乱
を
収
拾
し
て
帝
位
に
つ
い
た
文
帝
は
、
軍
政
上
の
施
策
と
し
て
、﹁
虎
符
の
制
﹂
を
制
定
し
た
。
こ
れ
は
文
帝
二
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
上
記
の
斉
王
挙
兵
に
鑑
み
て
の
施
策
と
考
え
ら
れ
る
が
、﹃
史
記
﹄
巻
十
孝
文
本
紀
に
は
︵
二
年
︶
九
月
、
初
め
て
郡
国
守
相
に
銅
虎
符
・
竹
使
符
を
為
り
て
与
う
。
と
あ
る
。﹁
虎
符
﹂
と
は
、
発
兵
の
際
に
必
要
な
も
の
で
あ
っ
て
、
布
目
潮
渢
氏
は
こ
れ
を
も
っ
て
漢
初
の
諸
侯
王
は
勝
手
に
兵
を
発
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
と
の
見
解
を
示
す︶30
︵
。
し
か
し
、﹁
虎
符
﹂
は
す
で
に
以
前
よ
り
多
人
数
の
発
兵
を
行
う
際
に
用
い
ら
れ
る
銅
虎
符
が
中
央
と
県
と
で
分
有
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
ま
た
前
記
の
よ
う
に
斉
王
挙
兵
時
に
魏
勃
の
言
中
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
布
目
氏
も
認
め
て
お
り
、
文
帝
二
年
の
記
事
は
銅
虎
符
が
正
式
に
定
め
ら
れ
た
と
の
認
識
を
示
す
。
し
か
し
、
布
目
氏
の
説
く
﹁
虎
符
の
制
﹂
が
存
在
す
る
た
め
に
、
諸
侯
王
の
発
兵
権
が
完
全
に
控
制
せ
ら
れ
て
い
た
と
断
ず
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
何
故
な
ら
ば
斉
王
は
国
中
の
兵
を
こ
と
ご
と
く
発
し
て
大
き
な
作
戦
遂
行
能
力
を
示
し
て
い
る
し
、
さ
ら
に
文
帝
二
年
以
後
に
お
い
て
も
呉
楚
等
の
諸
国
は
い
と
も
容
易
に
挙
兵
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。﹁
虎
符
﹂
が
そ
の
機
能
を
十
全
に
発
揮
し
て
い
た
と
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
か
否
か
は
、
や
は
り
諸
侯
王
の
意
思
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。﹁
虎
符
の
制
﹂
は
、
諸
侯
王
の
出
兵
権
に
掣
肘
を
加
え
よ
う
と
す
る
政
策
か
ら
制
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
侯
王
の
軍
兵
徴
発
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
王
国
内
に
お
け
る
常
備
軍
編
成
の
た
め
の
徴
発
は
認
め
ら
れ
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
原
則
と
し
て
王
国
内
の
常
備
軍
は
王
国
内
の
警
備
を
主
と
し
、
王
国
外
へ
の
出
兵
は
﹁
虎
符
の
制
﹂
に
よ
っ
て
漢
中
央
の
同
意
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
漢
中
央
の
意
図
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
で
は
次
に
、
文
帝
治
世
二
十
三
年
間
に
漢
中
央
軍
の
出
動
に
諸
侯
王
国
が
い
か
に
か
か
わ
っ
た
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
文
帝
治
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世
下
、
史
書
よ
り
確
認
で
き
る
漢
中
央
軍
の
出
動
は
前
後
四
度
に
及
ぶ
。
こ
の
う
ち
三
度
は
匈
奴
と
の
関
係
が
緊
張
し
た
時
で
あ
り
、
一
度
は
済
北
王
劉
興
居
の
謀
反
に
際
し
て
で
あ
っ
た
。﹃
史
記
﹄
巻
十
孝
文
本
紀
よ
り
こ
れ
を
確
認
し
て
み
よ
う
。
◎
︵
孝
文
三
年
︶
五
月
、
匈
奴
北
地
に
入
り
、
河
南
に
居
し
て
寇
を
な
す
。
帝
、
初
め
て
甘
泉
に
幸
す
。
六
月
、
帝
曰
く
﹁
漢
、
匈
奴
と
約
し
て
昆
弟
と
な
し
、
辺
境
を
害
せ
し
む
る
こ
と
な
か
ら
し
む
。
匈
奴
に
輸
遺
す
る
こ
と
甚
だ
厚
き
所
以
な
り
。
⋮
⋮
辺
吏
を
陵
轢
し
、
入
り
て
盗
み
、
甚
だ
敖
に
し
て
無
道
な
る
は
約
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
そ
れ
、
辺
の
吏
騎
八
万
五
千
を
発
し
て
高
奴
に
詣
ら
し
め
、
丞
相
潁
陰
侯
灌
嬰
を
遣
わ
し
、
匈
奴
を
撃
た
し
め
よ
﹂
と
。
匈
奴
去
り
、
中
尉
の
材
官
を
発
し
て
衛
将
軍
に
属
し
て
、
長
安
に
軍
せ
し
む
。
辛
卯
、
帝
、
甘
泉
よ
り
高
奴
に
之
き
、
因
り
て
太
原
に
幸
す
。
故
の
群
臣
を
見
、
皆
、
之
に
賜
う
。
功
を
挙
げ
、
賞
を
行
い
、
諸
の
民
里
に
牛
酒
を
賜
う
。
◎
︵
孝
文
三
年
︶
済
北
王
興
居
、
帝
代
に
之
き
、
往
き
て
胡
を
撃
た
ん
と
欲
す
る
を
聞
き
、
乃
ち
反
し
兵
を
発
し
て
滎
陽
を
襲
わ
ん
と
欲
す
。
是
に
於
て
詔
し
て
丞
相
の
兵
を
罷
め
、
棘
蒲
侯
陳
武
を
大
将
軍
と
な
し
、
十
万
を
将
い
て
往
き
て
之
を
撃
た
し
む
。
祁
侯
賀
を
将
軍
と
な
し
、滎
陽
に
軍
せ
し
む
。
⋮
⋮
八
月
、
済
北
軍
を
破
り
て
、
そ
の
王
を
虜
と
す
。
◎
十
四
年
冬
、
匈
奴
謀
り
て
辺
に
入
り
寇
を
な
し
、
朝
那
の
塞
を
攻
め
、
北
地
都
尉
卬
を
殺
す
。
上
、
乃
ち
三
将
軍
を
遣
わ
し
、
隴
西
・
北
地
・
上
郡
に
軍
せ
し
め
、
中
尉
周
舎
を
衛
将
軍
と
な
し
、
郎
中
令
張
武
を
車
騎
将
軍
と
な
し
て
渭
北
に
軍
せ
し
む
。
車
千
乗
、
騎
卒
十
万
な
り
。
帝
、
親
し
く
自
ら
軍
を
労
い
、
兵
を
勒
し
、
教
令
を
申
べ
、
軍
の
吏
卒
に
賜
う
。
帝
、
自
ら
将
と
し
て
匈
奴
を
撃
た
ん
と
欲
す
。
群
臣
、
諌
む
る
も
皆
聴
か
ず
。
皇
太
后
、
固
く
帝
を
さ
え
ぎ
る
。
帝
、
乃
ち
止
む
。
是
に
於
て
、
東
陽
侯
張
相
如
を
以
て
大
将
軍
と
な
し
、
成
侯
赤
を
内
史
と
な
し
、欒
布
を
将
軍
と
な
し
て
匈
奴
を
撃
た
し
む
。
匈
奴
遁
走
す
。
◎
後
六
年
冬
、
匈
奴
三
万
人
上
郡
に
入
り
、
三
万
人
雲
中
に
入
る
。
中
大
夫
令
勉
を
以
て
車
騎
将
軍
と
な
し
、
飛
狐
に
軍
せ
し
め
、
故
の
楚
相
蘇
意
を
将
軍
と
な
し
て
句
注
に
軍
せ
し
め
、
将
軍
張
武
を
北
地
に
屯
せ
し
め
、
河
内
守
周
亞
夫
を
将
軍
と
な
し
て
細
柳
に
居
せ
し
め
、
宗
正
劉
礼
を
将
軍
と
な
し
て
覇
上
に
居
せ
し
め
、
祝
茲
侯
を
棘
門
に
軍
せ
し
め
、
以
て
胡
に
備
う
。
数
月
に
し
て
胡
人
去
り
、
亦
罷
む
。
特
に
匈
奴
と
の
三
た
び
の
緊
張
は
前
面
衝
突
に
発
展
せ
ず
、
両
軍
の
撤
収
で
終
結
を
み
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
諸
侯
王
国
軍
の
動
員
を
史
料
上
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
か
つ
て
高
祖
代
に
多
く
の
諸
侯
王
国
軍
の
動
員
事
例
を
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
、
文
帝
代
の
そ
れ
に
は
ほ
と
ん
ど
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
皆
無
で
あ
っ
た
と
速
断
す
べ
き
で
も
な
か
ろ
う
。
既
に
挙
げ
た
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史
記
﹄
巻
百
二
馮
唐
伝
の
な
か
に
文
帝
時
、唐
が
車
騎
都
尉
と
な
っ
て
郡
国
の
戦
車
隊
の
指
揮
を
と
っ
た
と
の
記
述
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、そ
れ
も
限
定
的
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
の
こ
と
を
示
唆
す
る
の
が
、
上
記
文
帝
三
年
と
後
六
年
の
史
料
上
よ
り
推
測
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
る
と
、
匈
奴
撤
収
後
に
文
帝
は
、﹁
太
原
に
幸
し
て
、
故
の
群
臣
を
謁
見
し
て
論
功
行
賞
を
行
っ
た
﹂︵
孝
文
三
年
︶
と
あ
る
か
ら
、
文
帝
三
年
の
匈
奴
侵
入
に
際
し
て
、
代
王
国
群
臣
さ
ら
に
は
そ
の
兵
も
動
員
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
時
の
代
王
は
、
文
帝
の
皇
子
武
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
太
原
王
も
ま
た
そ
の
皇
子
参
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
両
王
国
と
も
に
文
帝
に
と
っ
て
は
親
近
の
皇
子
王
国
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ま
た
、
後
六
年
の
事
態
に
対
処
す
る
た
め
に
﹁
大
夫
の
令
勉
を
車
騎
将
軍
と
し
て
飛
狐
に
陣
ど
ら
せ
た
﹂
と
あ
り
、
こ
の
﹁
飛
狐
﹂
を
如
淳
は
﹁
在
代
郡
﹂
と
注
す
る
が
、
こ
の
注
の
如
く
で
あ
れ
ば
当
時
代
郡
は
代
王
国
内
︵
王
は
太
原
王
か
ら
代
王
に
遷
っ
た
参
の
子
・
恭
王
登
︶
と
想
定
さ
れ
る
か
ら
、
そ
の
王
国
内
に
漢
中
央
軍
が
陣
を
布
い
た
こ
と
に
な
る
。
以
上
か
ら
文
帝
治
世
下
、
漢
中
央
軍
の
大
規
模
動
員
に
あ
た
っ
て
は
帝
親
近
の
王
国
に
限
定
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
が
成
り
立
つ
。
北
辺
の
緊
急
に
際
し
て
、
地
理
的
関
係
よ
り
代
や
太
原
王
国
が
漢
中
央
に
協
力
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
も
可
能
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
こ
の
よ
う
な
要
地
に
親
近
の
皇
子
王
国
を
建
て
た
文
帝
の
政
治
的
感
覚
の
鋭
敏
さ
で
あ
ろ
う
。
も
と
よ
り
文
帝
は
代
王
と
し
て
北
辺
に
あ
る
こ
と
十
八
年
、北
境
の
状
況
は
知
悉
し
て
い
た
。
高
祖
以
来
、北
方
は
常
に
安
定
を
欠
い
て
い
た
。
燕
王
臧
荼
の
謀
反
、
そ
れ
を
継
い
だ
盧
綰
や
韓
王
信
の
匈
奴
逃
亡
、
趙
の
相
国
陳
豨
の
反
乱
等
、
北
辺
は
常
に
不
安
定
で
あ
っ
た︶31
︵
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
文
帝
は
十
分
に
認
識
し
て
お
り
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に
代
と
太
原
に
皇
子
王
国
を
設
置
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
よ
り
文
帝
治
世
下
、
漢
朝
の
大
規
模
動
員
に
あ
た
っ
て
は
帝
親
近
の
王
国
に
限
定
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
何
故
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
周
知
の
よ
う
に
文
帝
は
、
諸
呂
誅
滅
後
に
代
王
よ
り
迎
え
ら
れ
て
帝
位
に
つ
く
。
従
っ
て
即
位
当
初
は
そ
の
権
力
基
盤
も
極
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
い
ま
ま
で
同
格
で
あ
っ
た
諸
侯
王
へ
の
配
慮
も
欠
か
せ
な
い
。﹃
史
記
﹄
巻
十
孝
文
本
紀
に
は
︵
孝
文
元
年
正
月
︶
有
司
曰
く
﹁
予
め
太
子
を
建
つ
る
は
宗
廟
社
稷
を
重
ん
じ
、
天
下
を
忘
れ
ざ
る
所
以
な
り
﹂
と
。
上
曰
く
﹁
楚
王
、
季
父
な
り
。
春
秋
高
く
し
て
、
天
下
の
義
理
を
閲
す
る
こ
と
多
く
、
国
家
の
大
体
に
明
る
し
。
呉
王
、
朕
の
兄
な
り
。
恵
仁
に
し
て
以
て
徳
を
好
む
。
淮
南
王
、
弟
な
り
。
徳
を
秉
り
て
以
て
朕
に
陪
す
。
⋮
⋮
﹂
と
あ
っ
て
、
楚
・
呉
・
淮
南
王
に
配
慮
す
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
一
般
的
に
文
帝
は
賈
誼
の
分
国
策
を
用
い
て
諸
王
国
の
分
国
化
を
推
進
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
多
く
の
恩
愛
も
施
与
し
て
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い
る
の
で
あ
っ
て
、
分
国
策
の
み
で
と
ら
え
る
の
は
一
面
的
で
あ
ろ
う
。
文
帝
に
よ
る
王
国
政
策
は
、
極
め
て
宥
和
的
な
現
状
維
持
政
策
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
か
か
る
政
策
の
も
と
約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
平
穏
な
時
代
が
続
け
ば
、
諸
侯
王
が
そ
の
封
域
内
で
権
力
の
集
中
化
を
は
か
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
王
権
の
中
核
を
な
す
権
限
こ
そ
兵
権
な
の
で
あ
っ
た
。
兵
の
動
員
が
帝
親
近
の
王
国
に
限
定
さ
れ
た
の
は
こ
の
よ
う
な
背
景
が
進
行
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
推
定
す
る
の
で
あ
る
。
前
一
五
四
年
、
呉
楚
七
国
の
乱
が
勃
発
す
る
。
こ
の
乱
に
際
し
て
景
帝
が
頼
り
と
し
た
の
も
、
や
は
り
そ
の
親
近
の
王
国
で
あ
っ
た
。
◎
乃
ち
︵
衛
︶
綰
を
拝
し
て
河
間
王
太
傅
と
な
す
。
呉
楚
反
す
。
綰
に
詔
し
て
将
と
な
し
、
河
間
の
兵
を
将
い
て
呉
楚
を
撃
ち
、
功
有
り
、
拝
し
て
中
尉
と
な
す
。︵﹃
史
記
﹄
巻
一
百
三
衛
綰
列
伝
︶
◎
梁
孝
王
に
事
え
、
中
大
夫
と
な
る
。
呉
楚
反
す
る
時
、
孝
王
、
安
国
及
び
張
羽
を
将
と
な
し
、
呉
兵
を
東
界
に
扞
が
し
む
。
張
羽
力
戦
、
安
国
持
重
し
、
故
を
以
て
呉
、
梁
を
過
ぎ
る
あ
た
わ
ず
。︵﹃
史
記
﹄
巻
一
百
八
韓
長
孺
列
伝
︶
梁
王
と
河
間
王
が
漢
側
に
立
っ
て
戦
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
梁
王
は
景
帝
の
弟
で
あ
り
、河
間
王
は
景
帝
の
皇
子
で
あ
っ
て
、
や
は
り
帝
親
近
の
王
で
あ
っ
た
。
本
節
は
、
次
の
よ
う
に
概
括
で
き
よ
う
。
漢
初
、
郡
国
制
の
下
で
諸
侯
王
国
は
漢
中
央
の
兵
制
と
同
様
に
管
下
か
ら
兵
を
徴
発
し
、
兵
種
も
多
様
な
独
自
の
王
国
軍
を
編
成
し
え
た
。
そ
し
て
、
漢
中
央
と
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
相
互
関
係
を
検
証
す
る
と
、
高
祖
の
治
世
下
に
あ
っ
て
は
皇
帝
が
王
国
軍
を
徴
発
し
、
そ
れ
を
指
揮
・
統
帥
下
に
お
く
体
制
が
確
立
さ
れ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。
次
の
呂
太
后
称
制
時
代
、
劉
氏
諸
王
国
と
の
緊
張
を
は
ら
み
な
が
ら
も
軍
事
力
発
動
の
事
例
は
南
越
遠
征
以
外
は
認
め
ら
れ
ず
、
比
較
的
平
穏
の
う
ち
に
推
移
す
る
。
呂
太
后
没
後
、
そ
の
一
族
の
専
権
に
異
を
唱
え
管
下
の
軍
を
動
員
・
出
兵
し
た
の
が
斉
王
で
あ
り
、
侯
王
が
そ
の
国
境
を
越
え
て
大
き
な
作
戦
遂
行
能
力
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。
呂
氏
誅
滅
後
の
混
乱
を
克
服
し
て
即
位
し
た
文
帝
は
、斉
王
挙
兵
に
鑑
み
て
﹁
虎
符
の
制
﹂
を
正
式
に
制
定
し
て
、
出
兵
権
に
掣
肘
を
加
え
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
機
能
が
十
全
に
発
揮
さ
れ
た
か
は
疑
わ
し
い
。
さ
ら
に
文
帝
治
世
下
、
匈
奴
と
の
緊
張
に
際
し
て
軍
の
動
員
を
行
う
が
、
か
つ
て
高
祖
が
全
域
的
に
王
国
軍
を
徴
発
し
指
揮
・
統
帥
下
に
お
い
た
の
に
対
し
て
、
極
め
て
限
定
的
な
皇
子
王
国
軍
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
王
国
政
策
が
極
め
て
宥
和
的
で
あ
っ
た
こ
と
の
一
証
左
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
政
策
の
も
と
約
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
平
穏
な
時
代
が
続
け
ば
、
諸
侯
王
が
そ
の
封
域
内
で
自
己
の
権
力
集
中
化
を
図
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
王
権
の
中
核
を
な
す
権
限
こ
そ
兵
権
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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四
、
王
国
の
中
尉
・
都
尉
に
つ
い
て
前
節
に
お
い
て
は
、
発
掘
資
料
や
史
書
を
通
し
て
前
漢
初
期
の
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
側
面
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。
こ
こ
か
ら
諸
侯
王
は
﹁
虎
符
の
制
﹂
に
よ
っ
て
発
兵
権
に
制
約
が
か
け
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
封
域
内
に
お
い
て
兵
の
徴
発
権
を
認
め
ら
れ
て
お
り
、自
前
の
軍
を
持
ち
得
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
時
と
し
て
、
そ
の
﹁
虎
符
の
制
﹂
も
漢
中
央
の
意
図
と
相
違
し
て
そ
の
機
能
を
十
分
に
は
発
揮
し
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
呉
楚
の
乱
後
の
こ
と
と
は
い
え
、
淮
南
王
安
が
そ
の
臣
に
今
、
吾
国
小
と
雖
も
然
れ
ど
も
兵
に
勝
え
る
者
、
十
余
万
を
得
べ
し
。︵﹃
史
記
﹄
巻
一
百
一
十
八
淮
南
王
列
伝
︶
と
話
し
た
り
、
呉
王
濞
が
挙
兵
に
あ
た
り
敝
国
、
狭
と
雖
も
地
方
三
千
里
、
人
少
と
雖
も
精
兵
五
十
万
を
具
う
べ
し
。︵﹃
史
記
﹄
巻
一
百
六
呉
王
濞
列
伝
︶
と
豪
語
し
て
い
る
の
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
軍
権
が
王
権
の
重
要
な
構
成
要
件
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
認
識
で
き
よ
う
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
そ
の
軍
権
の
一
翼
を
担
う
王
国
の
中
尉
、
都
尉
に
つ
い
て
の
私
見
を
展
開
し
た
い
。
中
尉
が
武
職
を
掌
る
こ
と
は
、﹃
漢
書
﹄
百
官
公
卿
表
で
す
で
に
確
認
し
た
。
ま
た
そ
の
人
事
も
丞
相
以
外
の
官
は
す
べ
て
王
自
ら
の
任
命
に
よ
っ
て
い
た︶32
︵
。
従
っ
て
、
武
職
を
掌
る
中
尉
は
枢
要
の
官
で
あ
る
か
ら
王
親
近
の
人
物
が
そ
の
職
に
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
、
文
帝
が
即
位
後
た
だ
ち
に
代
の
中
尉
で
あ
っ
た
宋
昌
を
衛
将
軍
に
任
命
し
て
、
南
北
軍︶33
︵
を
鎮
撫
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。し
か
し
、い
か
に
中
尉
が
王
国
中
枢
の
要
官
と
い
っ
て
も
、そ
の
職
務
も
﹁
衆
官
を
す
べ
る
﹂
王
国
丞
相
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
出
兵
に
必
要
な
﹁
虎
符
﹂
は
、
国
相
が
掌
握
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
国
相
と
中
尉
の
統
属
関
係
を
諸
呂
討
滅
を
名
目
に
挙
兵
し
た
斉
王
挙
兵
時
に
そ
の
一
端
を
み
て
み
よ
う
。
斉
王
挙
兵
時
の
状
況
は
前
掲
の
﹃
史
記
﹄
巻
五
十
二
斉
悼
恵
王
世
家
の
な
か
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
み
る
と
斉
王
は
ま
ず
挙
兵
に
あ
た
り
、
そ
の
側
近
に
あ
た
る
舅
父
駟
鈞
、
郎
中
令
祝
午
、
中
尉
魏
勃
ら
と
謀
議
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
を
知
っ
た
国
相
の
召
平
が
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
士
卒
を
動
員
し
て
王
宮
を
衛
る
も
、
中
尉
魏
勃
は
召
平
を
あ
ざ
む
き
、
召
平
も
こ
れ
を
信
用
し
て
兵
の
指
揮
を
魏
勃
に
移
譲
し
て
い
る
こ
と
、
結
局
召
平
は
自
決
し
、
そ
の
後
斉
王
は
駟
鈞
を
宰
相
と
し
、
魏
勃
を
将
軍
と
し
、
祝
午
を
内
史
と
し
た
後
こ
と
ご
と
く
国
中
の
兵
を
発
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
謀
議
を
知
っ
た
召
平
が
ま
ず
士
卒
を
動
員
し
て
王
宮
を
守
衛
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
動
員
さ
れ
た
士
卒
は
お
そ
ら
く
王
都
近
辺
に
駐
留
す
る
部
隊
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
動
員
さ
れ
た
士
卒
は
、召
平
を
あ
ざ
む
い
た
中
尉
魏
勃
の
指
揮
下
に
は
い
っ
て
い
る
。
武
職
を
掌
る
中
尉
の
魏
勃
が
士
卒
を
指
揮
す
る
こ
と
に
何
ら
の
問
題
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も
な
い
。
ま
た
、
国
相
た
る
召
平
が
中
尉
を
飛
び
越
え
て
士
卒
を
動
員
し
て
い
る
が
、
し
か
し
衆
官
を
統
べ
る
国
相
の
地
位
よ
り
す
れ
ば
こ
れ
も
問
題
な
い
で
あ
ろ
う
。
よ
り
重
要
な
点
は
、
召
平
自
決
後
に
斉
王
が
親
信
の
駟
鈞
を
宰
相
と
し
た
後
に
こ
と
ご
と
く
兵
を
発
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り
指
摘
で
き
る
の
は
、
国
中
の
兵
を
発
す
る
に
は
国
相
の
同
意
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。﹃
史
記
﹄
巻
一
一
八
淮
南
王
列
伝
に
孝
景
三
年
、
呉
楚
七
国
反
し
、
呉
の
使
者
淮
南
に
至
る
。 
淮
南
王
兵
を
発
し
て
之
に
応
ぜ
ん
と
欲
す
。
そ
の
相
曰
く﹁
大
王
、
必
ず
兵
を
発
し
て
呉
に
応
ぜ
ん
と
欲
せ
ば
、
臣
、
願
わ
く
は
将
と
な
ら
ん
﹂
と
。
王
、
乃
ち
相
に
兵
を
属
す
。 
淮
南
の
相
、
已
に
兵
を
将
い
、
因
り
て
城
守
し
、
王
に
聴
か
ず
し
て
漢
の
た
め
に
す
。
と
み
え
る
の
は
、
直
接
的
で
は
な
い
が
以
上
の
状
況
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
王
国
全
体
の
軍
務
を
統
括
し
て
い
た
の
が
国
相
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
﹃
史
記
﹄
巻
五
十
四
曹
相
国
世
家
に
は
斉
の
相
国
を
以
て
陳
豨
の
将
張
春
の
軍
を
撃
ち
、
之
を
破
る
。
黥
布
反
し
、
参
、
斉
の
相
国
を
以
て
悼
恵
王
に
従
い
、
兵
・
車
騎
十
二
万
人
を
将
い
高
祖
と
会
し
て
黥
布
の
軍
を
撃
ち
、
大
い
に
之
を
破
る
。
と
あ
り
、
斉
の
相
国
曹
参
が
斉
王
国
の
車
騎
兵
十
二
万
を
率
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、﹃
史
記
﹄
巻
九
十
八
傅
寛
伝
に
は
一
月
に
し
て
、
徙
り
て
代
の
相
国
と
な
り
将
と
し
て
屯
す
。
二
歳
に
し
て
代
の
丞
相
と
な
り
、
将
と
し
て
屯
す
。
と
あ
り
、﹁
索
隠
﹂
に
は
、﹁
如
淳
云
う
﹃
漢
の
初
め
、
諸
王
の
官
属
漢
朝
の
如
し
。
故
に
代
に
丞
相
あ
り
﹄
と
。
案
ず
る
に
孔
文
祥
云
う
﹃
辺
郡
に
屯
兵
あ
り
。
寛
、
代
の
相
国
と
な
り
兼
ね
て
屯
兵
を
領
す
。
後
に
因
り
て
将
屯
将
軍
を
置
く
な
り
﹄
と
。﹂
と
見
え
北
方
の
匈
奴
と
対
峙
す
る
代
王
国
の
辺
郡
に
駐
屯
兵
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
代
の
相
国
・
丞
相
で
あ
っ
た
傅
寛
が
そ
の
屯
兵
を
兼
領
し
て
い
た
状
況
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
ら
よ
り
国
相
が
王
国
の
軍
務
を
統
轄
す
る
う
え
で
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
認
識
し
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
武
職
を
掌
る
中
尉
は
い
か
な
る
兵
卒
を
統
括
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
あ
げ
た
斉
王
挙
兵
時
の
史
料
に
よ
る
と
、
挙
兵
以
前
に
中
尉
で
あ
っ
た
の
は
魏
勃
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
魏
勃
は
﹃
史
記
﹄
巻
五
十
二
斉
悼
恵
王
世
家
に
よ
る
と
︵
曹
︶
参
、
以
て
賢
と
な
し
、
之
を
斉
の
悼
恵
王
に
言
う
。
悼
恵
王
、
召
見
し
則
ち
拝
し
て
内
史
と
な
す
。
始
め
悼
恵
王
、
自
ら
二
千
石
を
置
く
を
得
。
悼
恵
王
卒
し
、哀
王
立
つ
に
及
ん
で
、
︵
魏
︶
勃
、
用
事
す
る
こ
と
斉
相
よ
り
重
し
。
と
あ
る
よ
う
に
内
史
の
地
位
に
あ
っ
て
国
相
よ
り
も
重
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
斉
王
挙
兵
時
の
謀
議
に
く
み
し
た
中
に
当
然
入
る
べ
き
王
親
近
の
内
史
が
見
え
な
い
の
は
不
可
解
で
あ
り
、
さ
ら
に
ま
た
内
史
の
官
職
が
国
相
自
決
後
に
祝
午
に
与
え
ら
れ
て
い
る
20
こ
と
な
ど
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
こ
の
時
魏
勃
が
中
尉
と
内
史
の
両
官
職
を
兼
任
し
て
い
た
と
の
推
測
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
何
故
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
兼
官
に
意
義
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
内
史
と
中
尉
の
官
職
が
し
ば
し
ば
一
体
的
な
関
係
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
史
と
中
尉
の
関
係
を
端
的
に
示
す
史
料
が
﹃
漢
書
﹄
巻
八
十
六
何
武
伝
に
見
え
る
。
呉
楚
七
国
の
乱
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
︵
何
武
︶
御
史
大
夫
司
空
と
な
る
に
及
び
、
丞
相
方
進
と
共
に
奏
し
て
言
う
﹁
往
者
、
諸
侯
王
、
断
獄
治
政
す
。
内
史
、
獄
事
を
典
り
、
相
、
綱
紀
を
総
べ
て
王
を
輔
け
、
中
尉
、
盗
賊
に
備
う
。
今
、
王
断
獄
与
政
せ
ず
。
中
尉
の
官
、
罷
め
ら
れ
、
職
、
内
史
に
并
せ
、
⋮
⋮
﹂
呉
楚
の
乱
後
、
諸
侯
王
の
権
限
が
大
幅
に
削
除
さ
れ
、
王
官
を
任
命
す
る
主
体
が
漢
中
央
に
移
っ
た
と
し
て
も
、
官
の
職
掌
内
容
に
特
別
の
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、﹁
中
尉
の
官
、
罷
め
ら
れ
、
職
、
内
史
に
并
﹂
す
と
あ
る
の
は
、
明
ら
か
に
こ
れ
以
前
に
お
い
て
内
史
と
中
尉
と
が
一
体
的
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
想
起
す
べ
き
は
漢
中
央
の
官
職
で
あ
ろ
う
。
諸
侯
の
王
官
は
﹁
群
卿
・
大
夫
か
ら
都
官
ま
で
漢
の
朝
廷
の
と
お
り
で
あ
っ
た
﹂︵﹃
漢
書
﹄
百
官
公
卿
表
︶
か
ら
で
あ
る
。
漢
中
央
の
中
尉
の
職
掌
は
京
師
す
な
わ
ち
三
輔
の
治
安
維
持
を
掌
り
、
ま
た
内
史
は
京
師
の
行
政
権
を
掌
握
し
て
い
た
。
か
つ
て
紙
谷
正
和
氏
は
、
王
国
の
内
史
は
王
都
所
在
地
の
一
郡
の
行
政
を
掌
る
と
の
見
解
を
し
め
し
た︶34
︵
が
、
漢
中
央
の
内
史
と
中
尉
が
京
師
の
各
々
行
政
権
・
軍
事
権
を
分
か
ち
合
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
先
の
斉
の
魏
勃
が
内
史
と
中
尉
と
の
兼
職
を
想
定
さ
せ
る
が
ご
と
き
状
況
よ
り
類
推
す
れ
ば
、
お
の
ず
か
ら
王
国
内
に
あ
っ
て
も
中
央
同
様
に
王
都
の
郡
の
行
政
は
内
史
が
、
軍
権
は
中
尉
が
各
々
分
か
ち
合
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
基
本
的
に
中
尉
は
王
畿
の
一
郡
か
ら
徴
発
さ
れ
る
兵
を
統
轄
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
そ
れ
は
王
の
衛
兵
と
し
て
の
性
格
を
有
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
か
の
魏
勃
が
、
国
相
召
平
よ
り
指
揮
権
を
移
譲
さ
れ
た
士
卒
と
は
、
こ
れ
ら
の
衛
兵
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
し
て
中
尉
官
に
あ
る
者
は
時
に
将
軍
号
を
侯
王
よ
り
得
て
、
勢
威
他
を
圧
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
魏
勃
の
例
に
も
見
ら
れ
、
さ
ら
に
ま
た
﹃
漢
書
﹄
巻
四
十
七
文
三
王
伝
に
四
方
の
豪
桀
を
招
延
し
、
山
東
よ
り
游
士
至
ら
ざ
る
な
し
。
斉
人
、
羊
勝
・
公
孫
詭
・
鄒
陽
の
属
な
り
。
公
孫
詭
、
奇
な
る
邪
計
多
く
、
初
め
て
見
ゆ
る
日
、
王
、
千
金
を
賜
う
。
官
、
中
尉
に
至
り
、
号
し
て
公
孫
将
軍
と
曰
う
。
と
あ
る
が
ご
と
き
状
況
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
丞
相
の
軍
務
と
は
な
に
か
。
そ
れ
は
す
で
に
見
た
と
お
り
﹁
衆
官
を
統
べ
る
﹂
と
あ
る
以
上
、
原
則
と
し
て
中
尉
を
含
め
た
王
官
す
べ
て
の
統
轄
で
あ
り
、
そ
の
な
か
に
軍
務
も
当
然
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
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で
あ
る
。
さ
て
、
王
国
中
央
で
武
職
を
掌
る
中
尉
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
き
た
が
、次
に
王
国
の
地
方
軍
は
い
か
な
る
状
況
に
な
っ
て
い
た
か
。
こ
こ
で
馬
王
堆
三
号
漢
墓
出
土
の
﹁
駐
軍
図
﹂
よ
り
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。
こ
の
﹁
駐
軍
図
﹂
に
は
先
に
み
た
よ
う
に“
周
都
尉
軍
”・“
周
都
尉
別
軍
”・“
徐
都
尉
軍
”・“
司
馬
得
軍
”・“
桂
陽
郡
軍
”な
ど
の
九
個
の
部
隊
が
明
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
中
央
に
は
指
揮
所
が
置
か
れ
、
南
方
の
第
一
線
に
は“
徐
都
尉
”の
三
部
隊
、
そ
の
後
方
第
二
線
に
は“
周
都
尉
別
軍
”と“
徐
都
尉
”の
部
隊
が
、
そ
し
て
中
央
指
揮
所
の
近
辺
に“
周
都
尉
”の
部
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
中
央
指
揮
所
で
こ
れ
ら
の
部
隊
を
指
揮
し
て
い
た
人
物
こ
そ
三
号
墓
の
被
葬
者
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。﹁
駐
軍
図
﹂
を
読
み
取
る
う
え
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
長
沙
王
国
の
置
か
れ
て
い
た
地
政
学
的
位
置
で
あ
る
。
当
時
、
長
沙
王
国
は
南
越
と
境
を
接
し
、
呂
太
后
晩
年
に
は
遠
征
軍
が
派
遣
さ
れ
、実
際
に
軍
事
衝
突
も
起
き
て
い
る
。
そ
の
後
、
文
帝
治
世
下
に
は
緊
張
関
係
も
解
け
小
康
を
得
て
い
る
。
﹃
史
記
﹄
巻
十
孝
文
本
紀
に
南
越
王
尉
佗
、
自
ら
立
ち
て
武
帝
と
な
る
。
然
れ
ど
も
、
上
、
召
し
て
尉
佗
の
兄
弟
を
貴
と
し
、
徳
を
以
て
之
に
報
ず
。
佗
、
遂
に
帝
を
去
り
、
臣
と
称
す
。
と
あ
っ
て
、
三
号
墓
主
が
埋
葬
さ
れ
た
と
さ
れ
る
文
帝
十
二
年
前
後
は
、
漢
と
南
越
と
の
関
係
は
比
較
的
安
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
関
係
改
善
が
は
か
ら
れ
た
と
は
い
え
境
を
接
す
る
た
め
に
、
防
備
を
怠
り
な
く
行
う
こ
と
は
必
要
で
あ
っ
て
、﹁
駐
軍
図
﹂
の
第
一
線
に
三
都
尉
部
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ
の
図
に
み
る
よ
う
な
部
隊
配
置
が
、
他
の
諸
侯
王
国
も
同
様
に
と
っ
て
い
た
と
一
般
化
し
て
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、﹁
二
年
律
令
﹂
の
条
文
に
﹁
亭
障
﹂
の
文
字
が
見
え
る
こ
と
よ
り
、諸
侯
王
国
内
に
も
亭
障
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
そ
う
で
あ
れ
ば
部
隊
も
亭
障
を
中
心
に
配
置
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
﹁
駐
軍
図
﹂
は
そ
れ
を
知
る
た
め
の
一
助
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
て
、
部
隊
配
置
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
次
に
指
摘
す
べ
き
点
は
九
個
の
部
隊
が
い
か
な
る
性
格
の
軍
隊
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず“
桂
陽
郡
軍
”に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
桂
陽
郡
は
、﹃
漢
書
﹄
巻
二
十
八
地
理
志
に
﹁
高
帝
置
﹂
と
記
さ
れ
て
お
り
、
劉
邦
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
吉
開
将
人
氏
は
、
桂
陽
郡
が
武
陵
郡
と
と
も
に
長
沙
王
国
の
支
郡
と
し
て
そ
の
南
部
と
西
部
に
設
置
さ
れ
た
と
推
定
し
て
い
る︶35
︵
。
そ
う
で
あ
れ
ば
桂
陽
郡
は
長
沙
王
国
を
構
成
す
る
一
郡
で
あ
り
、“
桂
陽
郡
軍
”と
は
桂
陽
郡
か
ら
徴
発
さ
れ
た
郡
兵
に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
よ
り
王
国
内
に
も
漢
の
内
郡
同
様
に
郡
兵
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。“
桂
陽
郡
軍
”が
長
沙
王
国
桂
陽
郡
の
郡
兵
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
ま
た“
司
馬
得
軍
”に
関
し
て
は
、﹁
徐
州
獅
子
山
楚
王
墓
﹂
よ
り
﹁
楚
22
司
馬
印
﹂
の
印
章
が
発
見
さ
れ︶36
︵
、
諸
侯
王
国
に
司
馬
の
軍
職
の
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
よ
り
、
長
沙
王
国
司
馬
の
率
い
る
部
隊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
問
題
は“
徐
都
尉
軍
”・“
周
都
尉
軍
”で
あ
る
。
こ
の
都
尉
軍
に
関
し
て
、
都
尉
軍
は
漢
中
央
軍
で
あ
る
か
ら
こ
の
両
都
尉
軍
は
中
央
派
遣
軍
で
あ
る
と
指
摘
す
る
論
者
も
い
る︶37
︵
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
断
ず
る
に
は
若
干
の
躊
躇
が
あ
る
。
一
般
的
に
﹁
都
尉︶38
︵
﹂
と
は
、﹃
漢
書
﹄
巻
十
九
上
百
官
公
卿
表
上
に
郡
尉
は
秦
官
に
し
て
、
守
を
佐
く
る
を
掌
り
、
武
職
甲
卒
を
典
る
。
秩
、
比
二
千
石
。
丞
、
有
り
、
秩
皆
六
百
石
な
り
。
景
帝
中
二
年
、
名
を
都
尉
に
更
む
。
と
あ
る
よ
う
に
漢
初
の
郡
尉
で
あ
っ
て
、
景
帝
中
二
年
に
そ
の
名
称
を
都
尉
に
改
め
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
﹁
駐
軍
図
﹂
に
見
え
る
都
尉
は
、
景
帝
中
二
年
以
後
の
都
尉
と
は
相
違
す
る
。
そ
れ
で
は
図
に
見
え
る
都
尉
と
は
い
か
な
る
存
在
か
、﹃
史
記
﹄
に
景
帝
中
二
年
以
前
の
都
尉
に
つ
い
て
、
多
く
の
記
載
が
確
認
で
き
る
。
◎
項
王
、
乃
ち
馳
せ
て
ま
た
漢
の
一
都
尉
を
斬
り
、
数
十
百
人
を
殺
す
。︵
巻
七
項
羽
本
紀
︶
◎
武
関
を
攻
め
、
覇
上
に
至
り
都
尉
一
人
を
斬
り
、
首
十
級
を
あ
げ
、
⋮
︵
巻
九
十
五
樊
噲
列
伝
︶
◎
王
武
の
別
将
桓
嬰
を
白
馬
の
下
に
撃
ち
、
之
を
破
り
、
将
い
る
所
の
卒
、
都
尉
一
人
を
斬
る
。︵
巻
九
十
五
灌
嬰
列
伝
︶
◎
申
屠
丞
相
嘉
は
梁
人
に
し
て
、
材
官
蹶
張
を
以
て
高
帝
に
従
い
項
籍
を
撃
ち
、
遷
り
て
隊
率
と
な
る
。
従
い
て
黥
布
の
軍
を
撃
ち
、
都
尉
と
な
る
。︵
巻
九
十
六
申
屠
嘉
列
伝
︶
◎
梁
地
を
略
し
、
別
将
、
邢
説
の
軍
を
菑
南
に
撃
ち
、
之
を
破
り
、
身
ら
説
の
都
尉
二
人
・
司
馬
・
候
十
二
人
を
得
、
吏
卒
四
千
一
百
八
十
人
を
降
す
。︵
巻
九
十
八
靳
歙
列
伝
︶
◎
燕
将
臧
荼
、
挙
げ
て
以
て
都
尉
と
な
す
。
臧
荼
後
に
燕
王
と
な
り
、
布
を
以
て
将
と
な
す
。︵
巻
一
百
欒
布
列
伝
︶
等
の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
よ
り
、
都
尉
は
専
門
の
軍
職
に
あ
た
り
、
し
か
も
楚
漢
抗
争
時
よ
り
諸
侯
が
軍
職
と
し
て
設
置
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
。
そ
し
て﹁
徐
州
獅
子
山
楚
王
墓
﹂よ
り﹁
楚
騎
尉
印
﹂・﹁
楚
都
尉
印
﹂
の
印
章
が
発
見
さ
れ
て
も
い
る
。
そ
し
て
﹁
駐
軍
図
﹂
に
見
え
る“
徐
都
尉
”・“
周
都
尉
”の
徐
・
周
と
は
、
姓
を
意
味
し
徐
某
・
周
某
が
指
揮
す
る
都
尉
軍
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
同
様
の
例
は
、﹃
史
記
﹄
巻
一
百
六
呉
王
濞
列
伝
に
父
絳
侯
の
故
の
客
鄧
都
尉
に
問
い
て
曰
く
、
⋮
⋮
と
見
え
る
こ
と
か
ら
確
か
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
﹃
史
記
﹄
に
は
、
一
都
尉
が
ど
れ
ほ
ど
の
人
数
を
率
い
た
か
を
示
す
記
述
も
あ
る
。
◎
鼂
錯
、
已
に
誅
せ
ら
る
る
に
及
ん
で
、
袁
盎
、
太
常
を
以
て
呉
に
使
い
す
。
呉
王
、
将
た
ら
し
め
ん
と
欲
す
る
も
肯
ぜ
ず
。
之
を
殺
さ
ん
と
欲
し
、
一
都
尉
を
し
て
五
百
人
を
以
て
盎
を
軍
中
に
囲
守
せ
し
む
。︵
巻
一
百
一
袁
盎
列
伝
︶
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◎
上
、
す
で
に
淮
陰
侯
誅
せ
ら
る
る
を
聞
き
、
使
を
し
て
丞
相
何
を
拝
し
て
相
国
と
な
し
、
五
千
戸
を
益
封
せ
し
む
。
卒
五
百
人
、
一
都
尉
を
し
て
相
国
の
衛
と
な
さ
し
む
。︵
巻
五
十
三
蕭
相
国
世
家
︶
以
上
の
諸
点
を
総
合
し
て
検
討
す
れ
ば
、﹁
徐
都
尉
﹂・﹁
周
都
尉
﹂
の
両
部
隊
は
漢
中
央
の
部
隊
と
み
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
長
沙
王
国
軍
に
所
属
す
る
部
隊
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
三
号
墓
主
が
長
沙
王
国
に
出
自
し
長
沙
王
国
内
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
は
た
し
て
漢
中
央
が
こ
の
よ
う
な
王
国
人
に
中
央
派
遣
軍
の
指
揮
を
移
譲
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
る
で
あ
ろ
う
か
、
疑
問
で
あ
る
。
や
は
り
、
両
都
尉
部
隊
は
長
沙
王
国
軍
と
解
す
べ
き
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
徐
・
周
と
姓
を
都
尉
に
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
都
尉
部
隊
は
徐
・
周
な
る
職
業
軍
人
に
率
い
ら
れ
る
軍
士
集
団
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
今
こ
こ
で
こ
れ
を
明
確
に
で
き
る
証
拠
は
見
つ
け
え
な
い
。
以
上
、
王
国
中
央
の
軍
権
を
担
う
中
尉
と
地
方
軍
の
都
尉
に
関
し
て
私
見
を
展
開
し
て
き
た
。
そ
し
て
中
尉
は
王
親
信
の
人
物
が
起
用
さ
れ
、
基
本
的
に
王
畿
の
一
郡
内
か
ら
徴
発
さ
れ
る
兵
を
統
轄
し
、
そ
れ
ら
の
兵
は
王
の
衛
兵
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
こ
と
、
ま
た
馬
王
堆
三
号
墓
出
土
の
﹁
駐
軍
図
﹂
よ
り
王
国
に
も
漢
の
内
郡
同
様
に
郡
兵
の
存
在
し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
こ
に
見
ら
れ
る
都
尉
の
部
隊
は
漢
中
央
派
遣
の
部
隊
で
は
な
く
王
国
軍
を
構
成
す
る
部
隊
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
推
定
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
段
階
で
は
史
料
上
の
制
約
よ
り
推
定
の
域
を
出
ず
、
さ
ら
な
る
研
究
の
深
化
は
考
古
資
料
の
登
場
に
待
つ
以
外
に
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
五
、
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
前
漢
初
期
諸
侯
王
国
の
軍
事
的
側
面
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
ま
ず
発
掘
資
料
よ
り
、
次
い
で
史
籍
よ
り
諸
王
国
の
軍
事
的
性
格
を
考
察
し
た
。
こ
れ
ら
よ
り
前
漢
初
期
の
諸
王
国
は
、
漢
中
央
と
同
様
の
兵
制
の
も
と
に
独
自
の
軍
事
編
成
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
想
定
し
た
。
そ
し
て
漢
中
央
は
こ
れ
ら
の
王
国
軍
の
出
兵
権
を
掌
握
し
よ
う
と
﹁
虎
符
の
制
﹂
を
つ
く
り
あ
げ
る
が
、
し
か
し
こ
れ
が
十
分
に
機
能
し
え
た
か
は
疑
わ
し
く
、
実
際
呉
楚
の
乱
発
生
を
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
王
国
軍
を
統
轄
す
る
官
こ
そ
中
尉
で
あ
る
が
、
そ
の
官
に
は
王
親
信
の
人
物
が
挙
用
さ
れ
た
。ま
た
王
国
の
地
方
部
隊
と
し
て
、
馬
王
堆
三
号
漢
墓
の
﹁
駐
軍
図
﹂
に
み
ら
れ
る
部
隊
配
置
も
あ
り
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
定
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
に
見
え
る
都
尉
軍
は
中
央
派
遣
軍
で
は
な
く
、
王
国
軍
を
構
成
す
る
一
部
隊
の
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
漢
初
、
郡
国
制
の
も
と
で
諸
侯
王
国
は
漢
中
央
の
兵
24
制
と
同
様
に
管
下
か
ら
兵
を
徴
発
し
、
兵
種
も
多
様
な
独
自
の
王
国
軍
を
編
成
し
え
た
の
で
あ
っ
た
。
諸
侯
王
の
こ
の
軍
事
指
揮
権
こ
そ
王
権
の
中
核
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
限
ら
れ
た
資
史
料
か
ら
の
考
察
で
あ
っ
て
、
今
後
新
た
な
考
古
資
史
料
等
の
登
場
に
よ
っ
て
研
究
の
深
化
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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